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主な内容　■ 深谷市誕生記念式典を挙行
　　　　　■ 平成 18年度予算／施政方針（要旨）
　　　　　■ My Town Topics
　　　　　■ 情報ひろば
　　　　　■ くらし／福祉　
　　　　　■　　　　　■ 子育て支援センター
　　　　　■ 心の広場／男女共同参画
　　　　　■ 　　　　　■ 暮らしのアドバイス 相談
　　　　　■ みんなの健康
　　　　　■ 深谷の魅力再発見　
　　　　　■ 　　　　　■ 新深谷探検
　　　　　■ 第 3回ふかや花フェスタ

人  口 148,220（－  68）

男  性 74,144（－  34）

女  性 74,076（－  34）

世  帯  51,679（＋101）

平成 18年 3月 1 日現在（前月比）
（外国籍のかたも含みます）

深谷市の人口と世帯

深谷市の「フカヤ」の字をモチーフに、図案化したものです。二個のブルー系ラインで利根川と
荒川を表し、その中央にまちをイメージした円を配置。笑顔にあふれ活力ある未来に向けて大き
く躍進する市の姿を象徴しています。



笑顔にあふれ活力を創出する　しあわせ市民都市Fukaya City Public Information,2006.04,Japan 23

（あらいいえみつ）

深谷市原郷在住
昭和30年 5月 5日生まれ（50歳）

■主な経歴
　昭和49年 3月  県立熊谷高校卒業
　昭和55年 3月  帝京大学医学部卒業
　平成 7 年 4月  埼玉県議会議員就任
　平成11年 2月  旧深谷市長就任
　平成18年 2月  深谷市長就任

式
典
で
新
井
市
長
は
、「『
次
代
を

担
う
子
ど
も
た
ち
を
育
て
る
こ
と
』、

『
地
域
の
伝
統
と
自
然
を
守
り
、
育

て
る
こ
と
』、『
公
正
・
公
平
・
公
開

の
市
政
運
営
を
進
め
る
こ
と
』
の
３

点
を
市
政
運
営
の
基
本
理
念
と
し
、

勇
気
と
信
念
を
持
っ
て
市
政
進
展
に

邁ま
い

進し
ん

し
て
ま
い
り
た
い
」
と
式
辞
を

述
べ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
総
務
大
臣
か
ら
旧
１
市

３
町
の
市
長
・
町
長
に
対
し
て
合
併

功
労
者
表
彰
状
が
贈
ら
れ
た
ほ
か
、

３
月
５
日
、
深
谷
市
民
文
化
会
館
で
「
深
谷
市
誕
生
記
念
式
典
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
式
典
に
は
県
知
事
、
国
会
議
員
を
は
じ
め
、
招
待
者
約
１
，
０
０
０
人

が
出
席
し
、
新
「
深
谷
市
」
の
誕
生
を
盛
大
に
祝
う
と
と
も
に
、
さ
ら
な
る
発
展

を
誓
い
ま
し
た
。

この度、市民の皆様の絶大なるご支援により、初代
深谷市長に就任いたしました。改めて、その責任の重
さを痛感し、新市のまちづくりに全力で取り組んでま
いる決意を新たにしているところでございます。
深谷市・岡部町・川本町・花園町の合併により誕生

した新「深谷市」は、雄大な自然に恵まれるとともに、
農業・工業・商業の均衡の取れた産業を有し、人と自
然の共生する都市としてさらなる発展が期待されてお
ります。
私は、旧市町の歴史、文化、産業、自然を大切に引

き継ぎ、この地域の魅力をさらに磨くことにより、新
市の将来都市像である「笑顔にあふれ活力を創出する
　しあわせ市民都市」の実現に向けて全力を傾注して
まいる所存でございます。
市民の皆様におかれましては、引き続き市政進展に

あたたかいご理解とご協力を賜りますようお願いいた
します。

■
合
併
功
労
者
表
彰（
総
務
大
臣
表
彰
）

新
井
家
光
（
旧
深
谷
市
長
）

神
尾
髙
善
（
旧
岡
部
町
長
）

故
小
川
重
雄
（
旧
川
本
町
長
）

馬
場
一
雄
（
旧
川
本
町
長
）

柳
雅
己
（
旧
花
園
町
長
）

■
市
長
感
謝
状
贈
呈

【
合
併
協
議
会
委
員
】

倉
上
征
四
郎　
柿
澤
源
八　
小
林
德
秋

福
田
仡　
小
島
進　
故
柴
﨑
定
春　
橋

本
設
世　
平
野
三
夫　
青
木
恒
治　
黒

沢
要　
永
田
勝
彦　
松
本
光
政　
倉
上

由
朗　
内
田
茂　
小
森
秀
夫　
宇
多
村

春
惠　
小
嶋
隆　
田
島
信
𠮷　
内
田
健

司　
市
川
誠
一　
栗
原
征
雄　
北
本
政

夫　
原
口
博　
桺
田
慶
治　
須
藤
邦
男

田
嶋
均　
大
澤
一
孝　
井
上
勇
司　
吉

野
茂
男　
新
井
惠
明　
松
本
政
義　
酒

井
貴
久
代
志　
飯
嶋
悌
二　
清
水
肇　

下
妻
　
大
谷
富
美
子　
井
上
隆
夫　

井
上
尚
男　

坂
田
秋
雄　
小
暮
功
子　

中
村
一
夫　
飯
野
実　
松
本
博
之　
田

中
富
子　
田
島
正
五
郎　
安
田
碩
茂　

宇
野
了　
市
川
素
二　
沼
尻
孝
子

【
合
併
協
議
会
監
査
委
員
】

田
嶋
義
介　

舎
利
弗
孝
雄

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

アトラクションで披露された深谷市の郷土芸能

保存会は畠山重忠公の遺徳
をしのび後世に伝えるため昭
和 63 年に結成。重忠公の
生涯を表現した、力強い太
鼓が披露されました。

重
しげ

忠
ただ

太
だい

鼓
こ

保
ほ

存
ぞん

会
かい

元
合
併
協
議
会
委
員
な
ら
び
に
監
査

委
員
に
新
井
市
長
か
ら
感
謝
状
が
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
全
国
公
募
に
よ
り
決
定
し

た
新
「
深
谷
市
」
の
市
章
の
発
表
と
、

新
潟
県
南み
な
み

魚う
お

沼ぬ
ま

市し

、
静
岡
県
岡お
か

部べ

町ち
ょ
う、
岩
手
県
田た

野の

畑は
た

村む
ら

と
の
友
好
都

市
提
携
も
併
せ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
典
終
了
後
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

で
は
、
旧
１
市
３
町
の
郷
土
芸
能
が

披
露
さ
れ
、
新
市
の
新
し
い
門
出
を

盛
大
に
祝
い
ま
し
た
。

本郷地区に伝承された獅子
舞で、毎年７月と10 月、藤
田神社に奉納されています。
「雨乞い獅子」とも呼ばれる
舞が演じられました。

本
ほん

郷
ごう

獅
し

子
し

舞
まい

保
ほ

存
ぞん

会
かい

小前田地区に伝わる祭りば
やしで、毎年10月上旬、諏
訪神社に奉納されています。
にぎやかな祭りばやしが会
場を盛り上げました。

小
お

前
まえ

田
だ

上
かみ

町
ちょう

屋
や

台
たい

囃
ばや

子
し

保
ほ

存
ぞん

会
かい

「手踊り」と「段
だん

物
もの

」を伝え、
「段物」とは手踊りと芝居の
要素を持つものです。歌や踊
りを含む寸劇に、拍手喝さい
が送られました。

内
うち

ケ
が

島
しま

万
まん

作
さく

踊
おど

り保
ほ

存
ぞん

会
かい

就任あいさつ

新「深谷市」の初代市長が就任しました

友好都市提携協定書に署名する、左から新井深谷市長、
井
い

口
ぐち

南魚沼市長、井
い

田
だ

岡部町長、上
かみ

机
つくえ

田野畑村長

深谷青年会議所の主催で作られた「新深谷市2006」の
人文字。新市の人口の約１％、1,480人が参加しました

新しい市章の発表



笑顔にあふれ活力を創出する　しあわせ市民都市Fukaya City Public Information,2006.04,Japan

会計別予算一覧

※一般会計　市の会計の中心で、市の基本的な経費をまかなう会計です
　特別会計　特定の資金で、一般会計と区別して事業を行う会計です
　企業会計　民間企業のように、その事業だけで独立採算を図る会計です

市民の皆さん１人当たりに使われるお金

その他
117,095円教育費

26,732円

土木費
38,130円民生費

91,682円

歳出
273,639円

（単位：千円）

市民の皆さん１人当たりが負担する税金

市税計
118,291円 固定資産税

56,008円

市民税
51,271円 市たばこ税

6,452円

都市計画税
3,145円 その他

1,415円

区　　　　　分 本年度予算額
一　般　会　計 39,913,000

特　

別　

会　

計

国民健康保険特別会計 12,570,147

老人保健特別会計 10,072,401

農業集落排水事業特別会計 2,166,245

国済寺土地区画整理事業特別会計 432,524

岡中央土地区画整理事業特別会計 154,803

武川中央土地区画整理事業特別会計 24,861

小前田駅北西部土地区画整理事業特別会計 315,303

浄化槽市町村整備推進事業特別会計 25,748

公共下水道事業特別会計 1,066,942

小　　計 26,828,974

企
業
会
計

下水道事業会計 3,953,041

水道事業会計 4,115,836

小　　計 8,068,877

合　　　　　計 74,810,851

平
成
18
年
度
当
初
予
算
概
要

今
日
の
地
方
を
取
り
巻
く
状
況

は
、
景
気
が
回
復
基
調
に
あ
る
と
は

い
え
、
今
後
も
大
き
な
税
収
の
増
加

は
期
待
で
き
ず
、
ま
た
、
国
に
お
け

る
三
位
一
体
の
改
革
を
受
け
、
補
助

金
の
削
減
と
移
譲
財
源
の
不
均
衡
、

県
補
助
金
の
削
減
な
ど
、
今
後
も
歳

入
は
減
少
す
る
と
予
測
さ
れ
ま
す
。

一
方
、
歳
出
に
お
い
て
は
、
合
併
に

伴
い
県
か
ら
市
に
移
管
さ
れ
る
事
業

費
が
増
加
す
る
ほ
か
、
福
祉
施
策
の

負
担
が
依
然
と
し
て
高
い
増
加
傾
向

を
示
し
、
財
政
運
営
は
一
層
厳
し
さ

を
増
す
こ
と
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
の
も
と
、
新
市
と

し
て
初
の
通
年
予
算
と
な
る
平
成
18

年
度
当
初
予
算
は
、市
の
新
た
な「
ま

ち
づ
く
り
」
の
た
め
の
第
一
歩
と
な

る
予
算
で
あ
り
、
合
併
協
議
に
お
け

市議会第１回定例会で新井市長が表明した、平成 18 年度施政方針についてお知らせします

歳入の内訳

歳出の内訳

一般会計予算の内訳

市税
172億5,393万7千円

43.2％

民生費
133億7,267万5千円

33.5％

土木費
55億6,171万円
13.9％総務費

51億758万1千円
12.8％

教育費
38億9,910万9千円

9.8％

衛生費
33億7,374万2千円

8.5％

公債費
33億1,542万円

8.3％

消防費
21億9,377万円

5.5％
農林水産業費
16億9,996万円

4.3％

その他
13億8,903万3千円

3.4％

地方交付税
51億8,161万3千円

13.0％

国庫支出金
36億6,985万9千円

9.2％
市債

21億4,070万円
5.4％

地方譲与税
18億8,240万8千円

4.7％

繰入金
18億4,290万9千円

4.6％

分担金及び負担金
12億9,126万円

3.3％

地方消費税交付金
12億8,544万4千円

3.2％

県支出金
12億5,160万1千円

3.1％ 諸収入
10億7,853万6千円

2.7％

その他
30億3,473万3千円

7.6％

※一般会計予算（人口は１月１日現在の住民基本台帳人口 145,860 人で換算）

私
は
、
新
生
深
谷
市
の
市
長
選
挙

に
お
き
ま
し
て
、
市
民
の
皆
様
よ
り

多
大
な
る
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
新

生
深
谷
市
の
初
代
市
長
と
し
て
の
重

責
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
市
民
の
願
い
を
実
現
す

る
こ
と
が
、
初
代
市
長
で
あ
る
私
に

課
せ
ら
れ
た
使
命
で
あ
る
と
認
識
し

て
お
り
ま
す
。

合
併
し
た
各
市
町
の
歴
史
、
文

化
、
産
業
、
そ
し
て
豊
か
な
自
然
と

そ
の
個
性
を
大
切
に
引
き
継
ぐ
と
と

も
に
、
こ
の
地
域
の
魅
力
を
さ
ら
に

磨
き
、
市
民
の
皆
様
に
「
合
併
し
て

よ
か
っ
た
」
と
言
わ
れ
る
、
新
し
い

深
谷
市
を
築
き
あ
げ
て
い
く
た
め
に
、

全
力
で
市
政
運
営
に
取
り
組
む
決
意

で
ご
ざ
い
ま
す
。

私
は
、
次
の
３
つ
の
基
本
理
念
に

基
づ
き
、
新
市
建
設
計
画
の
７
つ
の

基
本
方
針
ご
と
に
表
し
た
７
つ
の
ア

プ
ロ
ー
チ
の
実
行
に
よ
り
、
市
民
皆

様
の
願
い
を
実
現
し
て
ま
い
り
ま
す
。

市
政
運
営
の
基
本
理
念

○
「
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
育

て
る
こ
と
」

○
「
地
域
の
伝
統
と
自
然
を
守
り
、

育
て
る
こ
と
」

○
「
公
正
・
公
平
・
公
開
の
市
政
運

営
を
進
め
る
こ
と
」

る
調
整
内
容
や
新
市
ま
ち
づ
く
り
の

基
本
方
針
と
な
る
新
市
建
設
計
画
で

位
置
付
け
た
施
策
や
事
業
を
着
実
に

進
め
る
こ
と
を
基
本
と
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
市
長
就
任
後
間
も
な
い

こ
と
か
ら
、
具
体
的
な
実
施
事
業
の

検
討
に
十
分
な
時
間
を
と
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
た
め
、
人
件
費
や
施
設

維
持
管
理
な
ど
の
経
常
的
経
費
や
旧

市
町
か
ら
引
き
続
き
実
施
す
る
事
業

を
中
心
に
編
成
し
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
平
成
18
年
度
の
当
初
予
算
の
総

額
は
７
４
８
億
１
，
０
８
５
万
１
千

円
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
内
訳
は
、

次
の
通
り
で
す
。

◆
一
般
会
計

　

３
９
９
億
１
，
３
０
０
万
円

◆
特
別
会
計

　

２
６
８
億
２
，
８
９
７
万
４
千
円

◆
企
業
会
計

　
　

８
０
億
６
，
８
８
７
万
７
千
円

歳
入
に
お
い
て
、
市
の
根
幹
を
な
す
市

税
は
、
１
７
２
億
５
，
３
９
３
万
７
千

円
（
構
成
比
43
・
２
％
）
を
見
込
み
ま

し
た
。新規

の
施
設
整
備
や
サ
ー
ビ
ス
の

実
施
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
補
正
予

算
を
編
成
し
、
順
次
進
め
て
い
く
予

定
で
す
。

平成18年度施政方針（要旨）

5 4

新
生
深
谷
市
７
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

「
新
市
建
設
計
画
」
の
ま
ち
づ
く
り

の
７
つ
の
基
本
方
針
ご
と
に
、
日
常

生
活
に
関
わ
り
の
深
い
分
野
か
ら
具

体
策
を
表
し
、
実
行
し
ま
す
。

１　

快
適
な
生
活
環
境
、
安
全
・
安

心
の
ま
ち
へ

２　

健
康
・
福
祉
の
ま
ち
へ

３　

教
育
・
文
化
の
ま
ち
へ

４　

便
利
で
住
み
よ
い
ま
ち
へ

５　

活
力
あ
る
産
業
の
ま
ち
へ

６　

市
民
主
体
の
ま
ち
へ

７　

行
財
政
改
革
の
推
進

「
天
の
時
は
地
の
利
に
如
か
ず　

地
の

利
は
人
の
和
に
如
か
ず
」
と
い
う
孟
子

の
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
孟
子
は
、
事

業
を
成
就
す
る
た
め
に
は
、「
人
の
和
」

が
最
も
重
要
だ
と
し
て
い
ま
す
。
私
は
、

平
成
18
年
度
「
天
の
時
・
新
市
の
誕

生
」
に
当
た
り
、「
地
の
利
」
を
活
か

し
、「
人
の
和
」
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

こ
の
「
新
生
深
谷
市
７
つ
の
ア
プ
ロ
ー

チ
」
の
実
行
に
よ
り
、
新
市
の
将
来

都
市
像
で
あ
り
ま
す
「
笑
顔
に
あ
ふ
れ

活
力
を
創
出
す
る　

し
あ
わ
せ
市
民

都
市
」
を
目
指
し
、
旧
１
市
３
町
の

融
合
に
よ
る
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
様

に
は
、
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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【20代・男性のメールから】
市立図書館をよく利用しています。
合併により本の数も増え、探したい
本が見つかりやすくなり、合併のメリ
ットを感じています。
しかし、インターネットでの本の予
約について、合併後は、希望の本
が旧深谷市の図書館で貸し出し中で
も旧３町の図書館に本がある場合、
予約ができなくなってしまいました。
インターネットから予約できるシステ
ムにならないのでしょうか。

【お答えします】
図書館では、直接来館しているかたへの資料提供サービスを
優先していることから、現在、深谷市立図書館で貸し出し中の
資料が他の図書館（旧３町）にある場合には、ホームページか
らの予約ではなく、直接来館して予約していただいております。
今後、ホームページへのアクセス数の増加に伴い、各館の資
料をホームページから取り寄せる要望も増
加すると考えられますので、ホームページ
利用者も、来館者と同じように各館への資
料の取り寄せがスムーズに行えるよう、シ
ステムの改修をしてまいりたいと存じます。

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
、
市

政
へ
参
加
す
る
機
会
を
増
や
す
と
と

も
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
持
つ
専
門

知
識
や
能
力
な
ど
を
市
政
に
反
映
さ

せ
る
た
め
、「
深
谷
市
人
材
バ
ン
ク
」

を
整
備
し
て
い
ま
す
。

募
集
分
野
は
、
教
育
・
文
化
・
法

律
経
済
・
医
療
・
建
築
・
地
域
活
動
・

消
費
生
活
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

「
深
谷
市
人
材
バ
ン
ク
」
に
登
録
し

て
い
た
だ
い
た
か
た
に
は
、
各
種
審

議
会
委
員
へ
の
参
加
や
講
演
会
・
講

習
会
な
ど
の
講
師
を
お
願
い
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

■
次
の
よ
う
な
か
た
を
募
集
し
ま
す

○
各
分
野
の
識
見
を
お
持
ち
の
か

た
、
な
ら
び
に
有
資
格
者

○
個
人
・
勤
務
先
・
各
種
団
体
な
ど
で

社
会
活
動
を
行
な
っ
て
い
る
か
た

○
市
政
や
地
域
の
発
展
に
熱
意
を

持
っ
て
貢
献
で
き
る
か
た

■
応
募
用
件

20
歳
以
上
の
か
た
で
、
市
内
に
在

主
な
議
案
【
予
算
】

■
平
成
17
年
度
の
深
谷
市
一
般
会
計
予

算
、
９
つ
の
特
別
会
計
予
算
お
よ

び
下
水
道
・
水
道
事
業
会
計
予
算

■
平
成
18
年
度
の
深
谷
市
一
般
会
計
予

算
、
９
つ
の
特
別
会
計
予
算
お
よ
び
下

水
道
・
水
道
事
業
会
計
予
算
（
詳
し
く

は
４
ペ
ー
ジ
か
ら
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

主
な
議
案
【
人
事
案
件
】

■
深
谷
市
助
役
の
選
任
に
つ
き
同
意
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

合
併
に
伴
う
新
深
谷
市
の
助
役
の

選
任
に
つ
い
て
市
長
が
提
案
し
、
市
議

会
は
次
の
か
た
を
適
任
と
認
め
同
意
す

る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

【
請
願
】

■
介
護
保
険
制
度
に
お
け
る
見
直
し
を
求

め
る
請
願

■
さ
ら
な
る
総
合
的
な
少
子
化
対
策
を
求

め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て
の
請
願

■
「
事
業
仕
分
け
」
に
よ
る
行
財
政
の
効

率
化
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い

て
の
請
願

住
在
勤
ま
た
は
活
動
の
場
を
お
持
ち

の
か
た
で
あ
れ
ば
、
自
薦
・
他
薦
を

問
い
ま
せ
ん
。

■
募
集
期
間
（
第
１
次
）

４
月
28
日
㈮
ま
で

※
そ
の
後
も
随
時
募
集
を
受
け
付
け

ま
す

■
問
い
合
わ
せ
と
申
し
込
み

政
策
推
進
課
（
☎
５
７
４―

８
０
９
６
）

に
直
接
ま
た
は
お
電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
土
・
日
曜
日
・

祝
日
は
除
き
ま
す
。
後
日
、
ご
本
人
あ

て
に
所
定
の
用
紙
を
お
送
り
し
ま
す
。

※
「
深
谷
市
人
材
バ
ン
ク
」
名
簿
は

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
た
め
、
公

開
し
ま
せ
ん

※
平
成
16
年
度
お
よ
び
17
年
度
中
に

「
深
谷
市
人
材
バ
ン
ク
」
に
登
録

さ
れ
た
か
た
は
、
再
登
録
の
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
（
平
成
15
年
度
に

登
録
さ
れ
た
か
た
に
つ
き
ま
し
て

は
、
登
録
更
新
の
年
度
に
な
り
ま

す
の
で
、
後
日
、
通
知
を
郵
送
い

た
し
ま
す
）

講　座　名 担 当 課

１ 新市建設計画
～新市のまちづくりの基本方針～ 企画財政課

２ 深谷市の財政 企画財政課

３ ユニバーサルデザインのまちづくり
～ユニバーサルデザインってなあに？～ 政策推進課

４ 深谷市における ISO9001 の認証取得へ
の取り組みについて 経営管理課

５ 悪質商法等の消費生活講座 くらしいきいき課
６ 深谷市の環境問題 環境課
７ 野外焼却 STOP講座 環境課
８ 障害者自立支援法について 障害福祉課
９ 高齢者福祉サービスと介護保険制度 長寿福祉課
10 マナーアップ講座（交通安全） 生活道路パトロール課
11 深谷の各地域の歴史と文化財について 生涯学習課

12 古代の役所について（榛沢郡役所または幡羅郡役所） 生涯学習課

13 武蔵武士　岡部六弥太忠澄について 生涯学習課
14 岡部藩について 生涯学習課
15 街道を訪ねて（鎌倉街道上道、秩父往還）生涯学習課
16 もしものときの災害に備えて 予防課
17 応急手当講座 警防課

平
成
18
年
深
谷
市
議
会
第
１
回
定

例
会
が
、
３
月
３
日
〜
30
日
ま
で
の
28

日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
議
会
で
は
、
平
成
17
年
度
・
18
年
度

一
般
会
計
予
算
な
ど
の
議
案
や
請
願
が

審
議
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
市
政
一
般

に
対
す
る
質
問
は
、
32
人
74
件
あ
り
ま

し
た
。
議
案
質
疑
や
一
般
質
問
の
内
容

に
つ
い
て
は
、
５
月
発
行
の
「
ふ
か
や

市
議
会
だ
よ
り
」で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

主
な
議
案
【
条
例
】

■
深
谷
市
農
業
委
員
会
委
員
の
選
挙
区

及
び
各
選
挙
区
定
数
条
例

■
指
定
管
理
者
制
度
に
よ
り
、
市
内
各

施
設
の
管
理
を
指
定
管
理
者
に
指

定
す
る
た
め
の
条
例
改
正

―

深
谷
市
人
材
バ
ン
ク
へ
の
登
録
者
を
募
集―

ま
ご
こ
ろ
出
張
講
座
は
、
市
が
市

政
に
関
す
る
講
座
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意

し
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
要
望
に
応

じ
て
市
職
員
が
指
定
の
場
所
に
出
張

し
、
講
座
を
実
施
す
る
も
の
で
す
。

■
開
催
時
間
・
場
所

午
前
９
時
か
ら
午
後
８
時
30
分
ま

で
の
１
時
間
30
分
以
内
で
す
。
祝
日

お
よ
び
年
末
年
始
（
12
月
28
日
〜
１

月
４
日
）
は
お
休
み
で
す
。

■
申
し
込
み
方
法

講
座
を
開
催
し
よ
う
と
す
る
日
の

１
か
月
前
ま
で
に
、
申
込
書
を
秘
書

室
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
市
政
情
報
の
提
供
を
通
じ
て
市
民
の

皆
さ
ん
と
市
職
員
が
と
も
に
学
び
合

い
、
信
頼
関
係
を
深
め
て
い
く
こ
と

を
目
的
と
し
た
講
座
で
す
。
苦
情
の

申
し
立
て
や
個
別
相
談
の
場
で
は
な

い
こ
と
を
ご
理
解
く
だ
さ
い

※住所、氏名、年齢、回答希望の有無、ホームページ掲載の可・
不可を明記の上、ご意見をお寄せください
■問い合わせ　秘書室広聴係（☎ 574 － 6631）へ

鶴
つる

谷
や

豊
とよ

治
じ

助役
※講座の詳しい内容については各担当課へお問い合わせください
■まごころ出張講座についての問い合わせ
　秘書室（☎ 574 － 6631）へ

インターネットでの
本の予約について

手紙 〠 366-8501 深谷市仲町11-1 深谷市長あて
 574-1300
 https://www.city.fukaya.saitama.jp/hisyositu/form.html



■  人権はみんなに対する思いやり
2 月 25日、深谷市民文化会館でニュースキャ

スターでおなじみの草
くさ

野
の

満
みつ

代
よ

さんを講師に人権

問題講演会が開催されました。

■  思いを込めて矢を射る
2 月 25 日、市内菅沼地区の菅沼

天神社で、的場の儀が行われました。

梅の枝を弓に、空木の木を矢に使用

し、割り竹と和紙で的を作り、家内

安全、五穀豊穣を祈願し的を射抜く

行事です。この的場の儀は、市の無

形文化財に指定されています。

■  「大きく育って戻ってこい！」サケの放流会
深谷公民館では、2月 26日利根川の河川敷で、卵から育てた

鮭をみんなで一斉に放流しました。雨にもかかわらず、400人近

くの親子連れが参加し、地場野菜たっぷりの豚汁無料配布やゲー

ムも楽しみました。

■  工場等立地促進条例第１号決定

2月21日付けで深谷市工場等立地促進条例に基づき「東京化成工業株式会社」

が第１号の指定事業者となりました。

■
新
井
市
長
（
左
）
か
ら
指
定
証
明
書
を
受
け
取
る
東
京
化
成
工

業
㈱
篠し
の

原は
ら

常
務
取
締
役
（
右
）
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■  パラリンピックに阿部敏弘さん出場
市内武蔵野にお住まいの阿

あ

部
べ

敏
とし

弘
ひろ

さんが、イタリアの

トリノで開催された「2006 年トリノ冬季パラリンピック

競技大会」に出場するに当たり、2月 20日に市長を表敬

訪問しました。阿部選手はアルペン競技のうち、スーパー

G、ジャイアントスラローム、スラロームの 3種目に出

場しました。

■ IPC障害者アルペンスキーワールドカップ 2006 志賀高原大会に出場し
たときの様子

■写真左から高
たか

田
だ

美
み

三
さ

雄
お

さん（岡部町商工会漬物部会副部会長）、金
かな

井
い

武
たけ

夫
お

さん（深谷漬物青年クラブ会長）、新井市長、坂
さか

田
た

秋
あき

雄
お

さん（岡
部町商工会長）、滝

たき

澤
ざわ

喜
よし

英
ひで

さん（岡部町商工会漬物部会長）

■  アイデア商品で復活目指す！
「第１回おかべ漬け物コンクール」において各部

門で最優秀賞に輝き、商品化が決定された漬け

物です。「関東一の漬け物産地復活」を合言葉に

住民と生産者が一体となって日々、研究に励ん

でいます。

■写真左から奈良漬けと大根のさわや
かサワー漬け

■  お2人ともいつまでもお元気で！
市内宿根にお住まいの真

ま

下
しも

むめさんが 3月 15日に、また、市内血洗島にお住まいの澁
しぶ

澤
さわ

春
はる

二
じ

さんが 3

月 24日にそれぞれ 100歳のお誕生日を迎えられ、市から記念の盆栽や花束、色紙などが贈られました。

■
新
井
市
長
（
写
真
左
）
か
ら
記
念
品
を
贈

ら
れ
た
真
下
む
め
さ
ん
（
写
真
中
央
）

■
澁
澤
春
二
さ
ん
（
写
真
中
央
）
に
も
記
念

品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
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盛
年
式
実
行
委
員

　

平
成
18
年
度
盛
年
式
の
実
行
委
員

を
募
集
し
ま
す
。
盛
年
式
は
、
60
歳

を
迎
え
ら
れ
た
か
た
に
、
よ
り
一
層

充
実
し
た
人
生
を
楽
し
ん
で
い
た
だ

く
き
っ
か
け
と
し
て
開
催
す
る
も
の

で
す
。
あ
な
た
も
盛
年
式
の
企
画
・

運
営
に
携
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

対
象　

昭
和
21
年
４
月
２
日
〜
22
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
か
た

問
い
合
わ
せ
と
申
し
込
み　

４
月
21

日
㈮
ま
で
に
教
育
委
員
会
生
涯
学

習
課
（
☎
５
７
２
ー
９
５
８
１
）
へ

ワ
ン
ナ
イ
ト
ス
テ
イ

　
　
　
　

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

　

海
外
か
ら
、
日
本
語
国
際
セ
ン

タ
ー
（
独
立
行
政
法
人
・
さ
い
た
ま

市
）
へ
研
修
に
来
て
い
る
外
国
人
日

本
語
教
師
を
、
一
泊
受
け
入
れ
て
い

た
だ
け
る
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
募

集
し
ま
す
。
日
本
の
家
庭
の
生
活
や

習
慣
、
考
え
方
、
文
化
な
ど
を
紹
介

し
な
が
ら
、
身
近
な
国
際
交
流
を
始

め
て
み
ま
せ
ん
か
。

応
募
資
格　

①
市
内
在
住
で
、
宿
泊

用
に
１
部
屋
提
供
で
き
る
こ
と　

②
単
身
家
庭
で
な
く
、
家
族
で
受

け
入
れ
が
で
き
る
こ
と

募
集
期
間　

４
月
26
日
㈬
ま
で

問
い
合
わ
せ
と
申
し
込
み　

政
策
推
進

課
（
☎
５
７
４
ー
８
０
９
６
）
へ

援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
農
家

に
行
き
、
農
業
体
験
を
通
し
て
野
菜

作
り
や
花
き
栽
培
の
知
識
を
学
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。

対
象
者　

市
内
在
住
の
か
た

作
業
場
所　

市
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

受
け
入
れ
農
家

募
集
期
間　

随
時
募
集
（
日
程
な
ど

は
当
事
者
間
で
決
定
）

問
い
合
わ
せ
と
申
し
込
み　

農
業

委
員
会
事
務
局
（
☎
５
７
４
ー

６
６
６
３
）
へ

里
親
制
度
を
ご
存
知
で
す
か
？　

〜
今
、
里
親
を
求
め
て
い
ま
す
〜

里
親
と
は

　

里
親
と
は
、
病
気
や
家
庭
の
事
情

な
ど
何
ら
か
の
理
由
で
、
親
が
子
ど

も
を
育
て
ら
れ
な
い
場
合
に
、
一
時

的
ま
た
は
継
続
的
に
子
ど
も
を
預
か

り
、
育
て
る
か
た
の
こ
と
で
す
。

　

近
年
、
親
が
育
て
ら
れ
ず
保
護
を

必
要
と
す
る
子
ど
も
が
増
え
て
い
ま

す
。
子
ど
も
が
健
や
か
に
育
つ
た
め

に
は
、
あ
た
た
か
い
環
境
の
中
で
過

ご
す
こ
と
が
と
て
も
大
切
で
す
。

里
親
に
な
る
に
は

　

一
定
の
条
件
を
満
た
す
必
要
が
あ

り
ま
す
が
、
原
則
と
し
て
特
別
な
資

格
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
児
童
課
お

よ
び
各
総
合
支
所
福
祉
健
康
課
、
ま

た
は
熊
谷
児
童
相
談
所
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

児
童
課
（
☎
５
７

４
ー
６
６
４
６
）、
岡
部
福
祉
健

康
課
（
☎
５
８
５
ー
２
２
１
４
）、

川
本
福
祉
健
康
課
（
☎
５
８
３
ー

２
５
３
２
）、
花
園
福
祉
健
康
課

（
☎
５
８
４
ー
１
１
２
３
）、
熊

谷
児
童
相
談
所
（
☎
５
２
１
ー

４
１
５
２
）
へ

※
な
お
、
里
親
制
度
の
詳
細
に
つ
い

て
は
、
県
こ
ど
も
安
全
課
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（
ｕh

ttp
://w

w
w
.p

re
f.sa
ita
m
a
.lg
.jp
/A
0
3
/B
G
0

0
/sa
to
o
ya
.h
tm
l

）
へ

平
成
18
年
度 

安
部
・
木
村
教
育

学
術
研
究
論
文

応
募
資
格　

市
内
在
住
在
勤
の
個
人

お
よ
び
グ
ル
ー
プ
・
団
体
（
た
だ

し
、
児
童
・
生
徒
・
学
生
は
除
く
）

研
究
内
容　

幼
児
教
育
、
小
学
校
・

中
学
校
教
育
、
家
庭
教
育
、
脱
い

だ
靴
を
そ
ろ
え
る
運
動
、
あ
い
さ

つ
先
手
運
動
、
郷
土
の
偉
人
、
そ

の
他
教
育
研
究
全
般

応
募
手
続　

各
公
民
館
、
図
書
館
に

備
え
て
あ
る
規
定
の
出
願
書
・
研

究
計
画
書
に
記
入
の
上
、
市
教
育

委
員
会
学
校
教
育
課
へ
提
出

応
募
期
限　

５
月
31
日
㈬

研
究
成
果
の
提
出　

第
１
次
審
査
に

通
っ
た
研
究
者
は
、
研
究
論
文
８
，

０
０
０
字
以
上
に
ま
と
め
、
平
成
19

年
１
月
10
日
㈬
ま
で
に
、
市
教
育
委

員
会
教
育
長
あ
て
に
提
出

表
彰　
優
秀
奨
励
賞
（
賞
状
お
よ
び
奨
励

金
）、
奨
励
賞
（
賞
状
お
よ
び
奨
励
金
）

問
い
合
わ
せ　

教
育
委
員
会
学
校
教
育

課
（
☎
５
７
２
ー
９
５
７
８
）
へ

平
成
17
年
度 

安
部
・
木
村
教
育
学

術
研
究
論
文
の
表
彰
者（
敬
称
略
）

最
優
秀
奨
励
論
文

斉さ
い

藤と
う

実
み
の
る

優
秀
奨
励
論
文

長は

谷せ

川が
わ

和か
ず

雄お

、
上か
み

條
じ
ょ
う

瑞み
ず

江え

、 

濱は
ま

村む
ら

美み

由ゆ

希き

、
内う
ち

田だ

徳の
り

和か
ず

、
荒あ
ら

井い

聖せ
い

一い
ち

、
小こ

林
ば
や
し

義よ
し

治は
る

、
堀ほ
り

切き
り

宏ひ
ろ

明あ
き

、

揖い

斐び

俊と
し

博ひ
ろ

、
高た
か

田だ

絵え

美み

白
鳥
写
真
展
示
会
作
品
募
集

　

深
谷
市
観
光
協
会
で
は
、
１
月
１

日
の
１
市
３
町
の
合
併
に
伴
い
、
例

年
、旧
川
本
町
で
開
催
し
て
い
た「
白

鳥
写
真
展
示
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

今
年
も
皆
さ
ん
か
ら
の
た
く
さ
ん
の

作
品
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

※
応
募
票
は
市
観
光
協
会
、
商
工
振
興
課
、

各
総
合
支
所
お
よ
び
各
公
民
館
に
置

い
て
あ
り
ま
す

題
材　

市
内
本
田
地
内
荒
川
に
飛
来

す
る
白
鳥
で
平
成
17
年
か
ら
平
成

18
年
に
か
け
て
飛
来
し
た
白
鳥
の

写
真

募
集
期
間　

４
月
３
日
㈪
〜
28
日
㈮

（
当
日
消
印
有
効
）

募
集
サ
イ
ズ　

カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
四

ツ
切
り
（
ワ
イ
ド
四
ツ
切
り
も

可
）
※
デ
ジ
タ
ル
写
真
は
Ａ
４
も

可
（
た
だ
し
、
合
成
処
理
な
ど
を

し
て
い
な
い
も
の
）

展
示
予
定
場
所　

市
観
光
協
会
内
展

示
ブ
ー
ス
、
川
本
総
合
支
所
、
道

の
駅
「
お
か
べ
」
情
報
セ
ン
タ
ー
、

道
の
駅
「
は
な
ぞ
の
」

※
今
回
の
白
鳥
写
真
展
示
会
へ
出
品

し
た
作
品
は
、
平
成
18
年
度
深
谷

市
観
光
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
品

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

問
い
合
わ
せ　

市
観
光
協
会
（
西
島

町
３
ー
１
ー
８
・
☎
５
７
５
ー

０
０
１
５
）
へ

普
通
救
命
講
習
会
の
お
知
ら
せ

消
防
本
部
で
は
、
多
く
の
か
た
に

応
急
手
当
て
の
方
法
を
習
得
し
て
い

た
だ
く
た
め
、
普
通
救
命
講
習
会
を

開
催
し
ま
す
。
な
お
講
習
の
内
容
に

Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）

の
取
り
扱
い
方
法
が
含
ま
れ
ま
し
た
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

受
講
者
に
は
普
通
救
命
講
習
修
了

証
を
交
付
し
ま
す
。
な
お
、
当
日
の

申
し
込
み
受
け
付
け
は
行
い
ま
せ
ん
。

と
き  

４
月
22
日
㈯
午
前
９
時
〜
正
午

と
こ
ろ　

消
防
本
部
庁
舎
（
上
敷
免

８
５
８
）

対
象　

深
谷
市
・
寄
居
町
在
住
在
勤
者

募
集
人
員　

30
人
（
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
）

受
講
料　

無
料

申
し
込
み　

４
月
10
日
㈪
か
ら
直
接

ま
た
は
電
話
で
消
防
本
部
警
防
課

（
☎
５
７
１
ー
０
９
１
４
）
へ

パ
ソ
コ
ン
教
室

講座名 とき 内容 対象

ＷＯＲＤ入門 5 月  8 日 ㈪
 15 日 ㈪

午前９時
～正午

案内文など文章の作成
日本語入力ができ
るかた

パソコン入門 5 月 10 日 ㈬
11 日 ㈭

コンピューターの起動、
日本語の入力

のんびり入力 5 月 23 日 ㈫
30 日 ㈫

簡単な作品を作りなが
ら、日本語入力をマスタ
ーする

パソコン入門受講
済みまたは同等レ
ベルのかた

メール入門 5 月 24 日 ㈬
25 日 ㈭

メールの送受信、アドレ
ス帳利用、ファイル添付
など

日本語入力ができ
るかた

募
集
人
員　

各
講
座
20
人
（
先
着
順
） 

参
加
料　

５
０
０
円
（
資
料
代
）

対
象　

市
内
在
住
在
勤
者
で
、
Ｗ
Ｏ

Ｒ
Ｄ
入
門
、
メ
ー
ル
入
門
は
日
本

語
入
力
が
で
き
る
か
た
、
の
ん
び

り
入
力
は
パ
ソ
コ
ン
入
門
受
講
済

花
園
文
化
会
館
ア
ド
ニ
ス
、
教
育

委
員
会
生
涯
学
習
課
の
各
窓
口
に

て
発
売
中

主
催　

深
谷
市
・
市
教
育
委
員
会
・

㈶
深
谷
市
施
設
管
理
公
社

助
成　

㈶
地
域
創
造

制
作
協
力　

㈳
日
本
ク
ラ
シ
ッ
ク
音

楽
事
業
協
会

問
い
合
わ
せ　

教
育
委
員
会
生
涯
学

習
課
（
☎
５
７
２
ー
９
５
８
１
）、

市
民
文
化
会
館
（
☎
５
７
３
ー

８
７
６
５
）、
花
園
文
化
会
館
ア
ド

ニ
ス
（
☎
５
８
４
ー
６
１
２
５
）
へ

も
く
せ
い
館
天
体
観
望
会

「
春
の
星
座
を
見
る
」

と
き  

４
月
15
日
㈯
午
後
７
時
〜

（
雨
天
・
曇
天
の
場
合
は
４
月
22

日
㈯
午
後
７
時
〜
）

と
こ
ろ　

も
く
せ
い
館
天
体
観
測
室

申
し
込
み　

当
日
も
く
せ
い
館
で
行

い
ま
す
。
夜
間
の
活
動
と
な
り
ま

す
の
で
小
・
中
学
生
は
保
護
者
同

伴
の
上
、
寒
さ
に
備
え
た
服
装
で

お
越
し
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ　

も
く
せ
い
館
（
☎
５

８
３
ー
７
７
３
３
）
へ

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
倶
楽
部

子
ど
も
た
ち
が
さ
ま
ざ
ま
な
芸

術
に
触
れ
る
こ
と
で
創
造
性
を
豊
か

に
、
柔
軟
な
発
想
を
は
ぐ
く
む
こ
と

の
で
き
る
機
会
の
提
供
を
目
的
と
し

た
芸
術
・
文
化
的
支
援
事
業
「
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
倶
楽
部
」
が
今
年
も
始
ま

り
ま
す
。

平成 18年度「アーティスト倶楽部」事業予定
期日 内容 期日

新市
記念回

クラシック音楽鑑賞会
金管五重奏による本格的なクラシックコンサート

４月 30日㈰

第１回
＜新設＞シネマ・デジタル映像ツアー
映画や映像の不思議な空間を作ってみよう

６月ごろ開催予定

第２回
ジャパネスク体験
伝統文化である能楽に触れながら日本の美を体験しよう

８月上旬ごろ開催
予定

特別回
「日本の伝統美～能楽」公演鑑賞会
本物の舞台芸術を鑑賞しよ

８月５日㈯

第３回
ミュージアムツアー
みんなで美術館に出かけてアートして遊ぼう

10 ～ 11 月ごろ
開催予定

対
象　

市
内
在
住
在
学
の
小
学
４
年

生
〜
中
学
生

申
込
書　

市
内
小
・
中
学
校
を
通
じ

て
対
象
学
年
に
配
付
ま
た
は
教
育

委
員
会
生
涯
学
習
課
に
て
配
付

申
込
方
法　

申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
持
参
ま
た
は
郵
送

そ
の
他　

申
し
込
み
後
「
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
倶
楽
部
」
に
登
録
さ
れ
、
希
望
回

笑顔にあふれ活力を創出する　しあわせ市民都市 1011

み
、
ま
た
は
同
等
レ
ベ
ル
の
か
た

と
こ
ろ　

深
谷
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
・
深
谷
公
民
館
Ｉ
Ｔ
ル
ー
ム

問
い
合
わ
せ
と
申
し
込
み　

４
月

21
日
㈮
午
前
８
時
30
分
か
ら
参

加
料
を
添
え
て
深
谷
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
・
深
谷
公
民
館
（
☎

５
７
１
ー
０
５
０
６
）
へ

　

新
「
深
谷
市
」
誕
生
記
念
事
業

音
楽
開
花　

ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ

コ
ン
サ
ー
ト

「
花
の
ま
ち
ふ
か
や
」
に
ち
な
ん
で
、

花
や
緑
の
美
し
さ
を
テ
ー
マ
に
し
た

音
楽
会
で
す
。
金
管
五
重
奏
団
が
華

麗
で
色
と
り
ど
り
な
音
色
で
咲
か
せ

る
音
楽
の
花
々
を
愉
快
な
お
話
と
と

も
に
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

と
き　

４
月
30
日
㈰
午
後
１
時
30
分

開
演
（「
第
３
回
ふ
か
や
花
フ
ェ

ス
タ
」
と
同
時
開
催
）

と
こ
ろ　

市
民
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

出
演　

Ｂバ

ズ

ｕ
ｚ
ｚ　

Ｆフ

ァ

イ

ブ

ｉ
ｖ
ｅ
（
金

管
五
重
奏
）

入
場
料　

前
売
券
１
，
０
０
０
円
・

当
日
券
１
，
３
０
０
円
（
全
席
自

由
）
※
入
場
券
は
市
民
文
化
会
館
、

※
文
化
団
体
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体
、
市
民
団
体
な
ど
の
情
報
に
つ
い
て
は
、

別
冊
の
「
お
し
ら
せ
版
」
に
掲
載
し
て
い
ま
す
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の
詳
細
案
内
が
送
付
さ
れ
ま
す

問
い
合
わ
せ
と
申
し
込
み　

教
育
委

員
会
生
涯
学
習
課
（
☎
５
７
２
ー

９
５
８
１
）
へ

「
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
倶
楽
部
」の
サ
ポ
ー

タ
ー
を
募
集

児
童
・
生
徒
向
け
の
芸
術
・
文
化

的
支
援
事
業
「
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
倶
楽

部
」
の
各
事
業
を
お
手
伝
い
し
て
く
れ

る
20
歳
以
上
で
子
ど
も
と
芸
術
が
好

き
な
市
民
サ
ポ
ー
タ
ー
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
詳
し
く
は
市
教
育
委
員
会
生
涯

学
習
課
（
☎
５
７
２
ー
９
５
８
１
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

第
７
回
つ
く
し
た
ん
ぽ
ぽ
春
ま
つ
り

　　

市
立
つ
く
し
の
家
や
市
立
た
ん
ぽ

ぽ
作
業
所
の
利
用
者
、
保
護
者
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
が
集
い
、
恒
例
の

春
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す
。

　

楽
し
い
催
し
物
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ

の
上
、お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

と
き　

４
月
22
日
㈯
午
前
10
時
〜
午

後
３
時

と
こ
ろ　

市
立
た
ん
ぽ
ぽ
作
業
所

（
人
見
２
０
０
０
番
地
）

内
容　

施
設
で
作
っ
た
製
品
の
販
売
、

ダ
ン
ス
、
音
楽
な
ど

問
い
合
わ
せ　

市
立
た
ん
ぽ
ぽ
作
業

所
（
☎
５
７
２
ー
１
６
６
８
・

ｆ

５
７
４
ー
７
０
１
３
）
へ

山
の
家
か
ら
の
お
知
ら
せ

『
春
の
山
菜
を
楽
し
も
う
』

野
山
を
歩
き
、
自
然
と
触
れ
あ
い

な
が
ら
、
春
の
山
菜
を
楽
し
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。
山
菜
摘
み
の
後
は
「
源

泉
か
け
流
し
温
泉
」
で
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
。
夕
食
に
は
山
菜
料
理
で
舌
づ

つ
み
。
さ
ら
に
お
土
産
に
山
菜
を
ご

用
意
い
た
し
ま
す
。

と
き　

第
１
回
＝
５
月
13
日
㈯
〜
14

日
㈰
、
第
２
回
＝
５
月
20
日
㈯
〜

21
日
㈰
、
第
３
回
＝
５
月
27
日
㈯

〜
28
日
㈰

集
合
場
所　

午
後
１
時
ま
で
に
「
山

の
家
」（
新
潟
県
南
魚
沼
市
坂
戸

７
７
６
ー
１
）
に
現
地
集
合
・
現

地
解
散

内
容　

坂
戸
山
周
辺
で
の
山
菜
摘
み

と
そ
ば
打
ち
体
験

募
集
人
員　

各
回
30
人
程
度
（
２
人

以
上
６
人
以
内
の
グ
ル
ー
プ
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
）
※
申
し
込

み
多
数
の
場
合
は
抽
選

募
集
期
間　

４
月
12
日
㈬
〜
21
日
㈮

参
加
料　

大
人
＝
７
，
５
０
０
円
、

小
学
生
＝
６
，
０
０
０
円
、
未
就

学
児
は
無
料
（
食
事
無
し
※
別
料

金
で
お
子
様
メ
ニ
ュ
ー
あ
り
）

問
い
合
わ
せ
と
申
し
込
み　

く
ら

し
い
き
い
き
課(

☎
５
７
４
ー

６
６
３
３)

へ　

『
山
菜
づ
く
し
膳
を
楽
し
も
う
』

　

春
の
味
覚
で
あ
る
山
菜
料
理
を
ご

用
意
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
天
候
な

ど
に
よ
り
山
菜
が
取
れ
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
の
で
、
予
約
時
に
ご
確
認

く
だ
さ
い
。　

提
供
期
間　

４
月
28
日
㈮
〜
５
月
31
日
㈬

宿
泊
料
金　

大
人
＝
５
，
０
０
０
円
、

小
学
生
＝
４
，
０
０
０
円
、
未
就

学
児
は
無
料
（
食
事
無
し
※
別
料

金
で
お
子
様
メ
ニ
ュ
ー
あ
り
）

問
い
合
わ
せ　

く
ら
し
い
き
い
き
課

(

☎
５
７
４
ー
６
６
３
３)

へ　

パ
テ
ィ
オ
か
ら
の
お
知
ら
せ

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は
パ
テ
ィ
オ

で
遊
ぼ
う

　

ア
ク
ア
パ
ラ
ダ
イ
ス
・
パ
テ
ィ
オ

は
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
期
間
中

（
４
月
29
日
㈷
〜
５
月
７
日
㈰ 

）
は
、

休
ま
ず
営
業
し
ま
す
。

　

プ
ー
ル
で
泳
ぐ
ほ
か
、
お
弁
当
を

持
っ
て
、
公
園
内
の
芝
生
広
場
で
ピ

ク
ニ
ッ
ク
や
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
遊
具
な

ど
で
遊
ぶ
な
ど
、
ご
家
族
お
そ
ろ
い

で
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

ト
の
世
界
展
」

【
花
園
図
書
館
】「
リ
サ
と
ガ
ス
パ
ー

ル
展
」

赤
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に

　

図
書
館
で
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
る
４
か
月
健
診
の
会
場
で
、

赤
ち
ゃ
ん
と
保
護
者
の
皆
さ
ん
に
絵

本
の
読
み
聞
か
せ
と
紹
介
を
し
て
い

ま
す
。
お
う
ち
の
か
た
と
赤
ち
ゃ
ん

が
、
絵
本
を
介
し
て
触
れ
合
い
の
時

間
を
持
て
る
よ
う
お
手
伝
い
を
し
ま

す
。

図
書
館
休
館
日
（
４
館
共
通
）

〔
４
月
〕

３
日
㈪
・
10
日
㈪
・
12
日
㈬
〜
16

日
㈰
（
特
別
整
理
休
館
日
）・
17

日
㈪
・
24
日
㈪
・
28
日
㈮
（
月
末

整
理
休
館
日
）

〔
５
月
〕

１
日
㈪
・
２
日
㈫
・
８
日
㈪
・
９

日
㈫
・
15
日
㈪
・
22
日
㈪
・
29
日
㈪
・

31
日
㈬
（
月
末
整
理
休
館
日
）

図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ｕ
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国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
は
お
済

み
で
す
か
？

　　

日
本
に
住
む
20
歳
以
上
60
歳
未
満

の
か
た
は
、
国
民
年
金
に
必
ず
加
入

し
ま
す
。

　

国
民
年
金
は
、
老
齢
、
障
害
、
死

亡
な
ど
の
事
態
に
、
基
礎
的
な
生
活
の

保
障
を
す
る
た
め
、
す
べ
て
の
か
た
に

共
通
の
基
礎
年
金
を
支
給
す
る
制
度
で

す
。
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
の
加
入
期

間
が
あ
る
か
た
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
加

入
期
間
分
の
年
金
が
基
礎
年
金
に
上
乗

せ
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

国
民
年
金
の
加
入
者
は
３
種
類

第
１
号
被
保
険
者

　

自
営
業
、
学
生
、
フ
リ
ー
ア
ル
バ
イ

タ
ー
な
ど
で
第
２
号
被
保
険
者
や
第
３

号
被
保
険
者
に
該
当
し
な
い
か
た

加
入
手
続　

保
険
年
金
課
国
民
年
金
係

お
よ
び
各
総
合
支
所
市
民
環
境
課

保
険
料　

月
額
１
３
，
８
６
０
円

納
付
方
法　

①
納
付
書
に
よ
り
金
融

機
関
や
コ
ン
ビ
ニ
で
納
め
る　

②

口
座
振
替
に
よ
り
納
め
る

※
保
険
料
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は

社
会
保
険
事
務
所
ま
で

第
２
号
被
保
険
者

　

厚
生
年
金
・
共
済
組
合
の
加
入
者

（
会
社
員
・
公
務
員
）

加
入
手
続　

事
業
主
が
行
い
ま
す

保
険
料　

給
与
か
ら
天
引
き

第
３
号
被
保
険
者

　

第
２
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て

い
る
配
偶
者

加
入
手
続　

配
偶
者
の
勤
務
先
へ
届
け
出

保
険
料　

配
偶
者
の
加
入
す
る
厚
生

年
金
な
ど
の
制
度
全
体
が
負
担
す

る
の
で
個
別
に
納
め
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん

《
希
望
す
れ
ば
加
入
で
き
る
か
た
》

任
意
加
入
（
20
歳
以
上
65
歳
未
満
の

か
た
）

※
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
か
た
で

年
金
の
受
給
資
格
が
な
い
か
た

や
年
金
額
を
満
額
に
近
づ
け
た

い
か
た

※
20
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、
海
外
に

住
ん
で
い
る
日
本
人

特
例
任
意
加
入
（
65
歳
以
上
70
歳
未

満
の
か
た
）

※
昭
和
40
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま

れ
た
か
た
で
、
65
歳
に
な
っ
て
も

受
給
資
格
が
な
い
か
た
は
受
給
資

格
期
間
を
満
た
す
ま
で
（
最
長
70

歳
ま
で
）
任
意
加
入
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す

問
い
合
わ
せ　

熊
谷
社
会
保
険
事
務

所
（
☎
５
２
２
ー
５
２
１
１
）、

保
険
年
金
課
（
☎
５
７
４
ー

６
６
４
１
）、
岡
部
市
民
環
境
課

（
☎
５
８
５
ー
２
２
１
３
）、
川

本
市
民
環
境
課
（
☎
５
８
３
ー

２
７
８
３
）、
花
園
市
民
環
境
課

（
☎
５
８
４
ー
１
１
２
２
）
へ

平
成
18
年
度 

税
務
諸
証
明
の
交

付
時
期
に
つ
い
て

平
成
18
年
度
税
務
諸
証
明
に
つ

い
て
は
、
種
類
に
よ
っ
て
交
付
で
き

る
時
期
が
異
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

交付時期 主な証明の種類
4月 2 日から交
付できるもの

評価証明書（土地・家屋）、土地所
有証明書、家屋所在証明書など

5月 1日から交
付できるもの

公課証明書（土地・家屋）

5月 10日から交
付できるもの

住民税が特別徴収（給与天引）の
かたの課税（所得）証明書、住民
税決定証明書など

6月 12日から交
付できるもの

住民税が普通徴収（個人納付）の
かたの課税（所得）証明書、住民
税決定証明書など

問
い
合
わ
せ 

市
民
税
課
税
制
係
（
☎

５
７
４
ー
６
６
３
７
）、
岡
部
税

務
課
（
☎
５
８
５
ー
２
２
１
５
）、

川
本
税
務
課
（
☎
５
８
３
ー

２
７
８
２
）、
花
園
税
務
課
（
☎

５
８
４
ー
１
１
２
４
）
へ

人
権
相
談
所
開
設
の
お
知
ら
せ

市
で
は
、
人
権
擁
護
委
員
に
よ

る
人
権
相
談
所
を
開
設
し
て
い
ま

す
。人
権
問
題
で
お
困
り
の
か
た
は
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
（
相
談

無
料
・
秘
密
厳
守
）。

相
談
日　

毎
月
10
日
午
前
10
時
〜
午

後
３
時
（
土
・
日
曜
日
・
祝
日
の

場
合
は
翌
日
）　

相
談
場
所　

市
役
所
西
別
館
・
各
総

合
支
所
の
４
か
所　

相
談
内
容　

生
活
全
般
で
感
じ
た
人

権
上
の
困
り
ご
と
・
悩
み
ご
と

相
談
員　

法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ

た
人
権
擁
護
委
員

※
市
内
の
人
権
擁
護
委
員
は
次
の
19

人
の
か
た
で
す
（
敬
称
略
）

久く

保ぼ

美よ
し

登の
り

（
榛
沢
）、
茂も
て

木ぎ

誠せ
い

子こ

（
明
戸
）、

吉よ
し

田だ

秀ひ
で

男お

（
常
盤
町
）、
大お
お

澤さ
わ

穎え
い

子こ

（
折

之
口
）、
大お
お

野の

勝か
つ

巳み

（
岡
）、
北き
た

村む
ら

美み

代よ

子こ

（
本
田
）、
笠か

さ

原は
ら

繁し
げ

男お

（
田
中
）、
小こ

久く

保ぼ

佐す
け

孝た
か

（
瀬
山
）、
押お
し

野の

見み

孝た
か

之ゆ
き

（
稲
荷
町
）、

池い
け

田だ

紘ひ
ろ

子こ

（
上
柴
町
東
）、
原は
ら

口ぐ
ち

博ひ
ろ
し（
東

笑顔にあふれ活力を創出する　しあわせ市民都市13 12

営
業
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
9　
時

休
館
日　

毎
週
火
曜
日

ご
注
意　

オ
ム
ツ
が
と
れ
て
い
な
い
乳

幼
児
や
水
着
を
着
用
さ
れ
て
い
な
い

か
た
は
、
プ
ー
ル
ゾ
ー
ン
へ
の
入
場

は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
飲
食
物
、

撮
影
機
器
な
ど
の
プ
ー
ル
ゾ
ー
ン
へ

の
持
ち
込
み
は
禁
止
で
す
。
な
お
、

小
学
校
３
年
生
以
下
の
お
子
さ
ん
は

保
護
者
の
同
伴
が
必
要
で
す

パ
テ
ィ
オ
内
水
着
シ
ョ
ッ
プ
『
ラ
・

マ
ー
ル
』
耳
寄
り
情
報

　

パ
テ
ィ
オ
内
水
着
シ
ョ
ッ
プ
『
ラ
・

マ
ー
ル
』
で
は
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
水

着
、各
種
グ
ッ
ズ
な
ど
、豊
富
な
種
類
、

各
種
サ
イ
ズ
を
取
り
そ
ろ
え
、
お
買

い
得
な
値
段
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

最
新
水
着
も
続
々
入
荷
中
で
す
の

で
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
お
買
い
求
め

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

パ
テ
ィ
オ
（
☎
５
７

４
ー
５
０
０
０
・
火
曜
休
館
）
へ

図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

小
さ
い
お
子
さ
ん
の
た
め
に
、
図

書
館
で
は
お
は
な
し
会
や
映
画
会
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ご
家
族
で
お
出
掛

け
く
だ
さ
い
。

深
谷
市
立
図
書
館

お
は
な
し
会

と
き　

４
月
22
日
㈯
午
前
10
時
30
分
〜

と
こ
ろ　

深
谷
市
立
図
書
館
３
階
郷

土
資
料
展
示
室

問
い
合
わ
せ　

深
谷
市
立
図
書
館

（
☎
５
７
１
ー
８
２
１
０
）
へ

岡
部
図
書
館

子
ど
も
映
画
会

と
き　

４
月
23
日
㈰
午
後
３
時
〜

と
こ
ろ　

岡
部
公
民
館
１
階
会
議
室

内
容　

な
か
よ
し
お
ば
け

問
い
合
わ
せ　

岡
部
図
書
館
（
☎

５
８
５
｜
５
９
６
８
）
へ

花
園
図
書
館

お
は
な
し
玉
手
箱
（
お
は
な
し
会
）

と
き　

４
月
２
日
㈰
・
16
日
㈰
午
後

３
時
〜　

と
こ
ろ　

花
園
図
書
館
お
は
な
し
の
へ
や

問
い
合
わ
せ　

花
園
図
書
館
（
☎

５
７
９
ー
１
３
３
３
）
へ

子
ど
も
の
読
書
週
間
行
事

４
つ
の
図
書
館
で
こ
ど
も
向
け

の
図
書
の
紹
介
・
展
示
・
貸
し
出
し

を
行
い
ま
す
。

と
き　

４
月
23
日
㈰
〜
５
月
12
日
㈮

（
図
書
館
休
館
日
を
除
く
）

展
示
内
容

【
深
谷
市
立
図
書
館
】「
ひ
と
ま
ね
こ

ざ
る
と
H
．
Ａ
．
レ
イ
展
」

【
岡
部
図
書
館
】「
紙
芝
居
と
昔
話
展
」

【
川
本
図
書
館
】「
ピ
ー
タ
ー
ラ
ビ
ッ
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方
）、
吉よ
し

澤ざ
わ

正ま
さ

則の
り
（
本
田
）、
瀧た
き

川が
わ

善ぜ
ん

海か
い

（
中
瀬
）、
佐さ

久く

間ま

愛あ
い

子こ

（
小
前
田
）、
松ま
つ

本も
と

健け
ん

治じ

（
武
蔵
野
）、
須す

長な
が

欣き
ん

二じ

（
北
阿

賀
野
）、
本ほ
ん

田だ

嶺み
ね

子こ

（
東
大
沼
）、
鈴す
ず

木き

保や
す

秀ひ
で
（
普
済
寺
）、
新あ
ら

井い

和か
ず

子こ

（
針
ヶ
谷
）

問
い
合
わ
せ　

人
権
政
策
課
（
☎

５
７
４
ー
６
６
４
３
）、
岡
部
総

務
課
（
☎
５
８
５
ー
２
２
１
１
）、

川
本
総
務
課
（
☎
５
８
３
ー

２
７
８
１
）、
花
園
総
務
課
（
☎

５
８
３
ー
１
１
２
１
）
へ

ま
た
、
さ
い
た
ま
地
方
法
務
局

熊
谷
支
局
で
は
、
毎
週
水
曜
日
午
前

９
時
〜
午
後
４
時
ま
で
人
権
相
談
所

を
開
設
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

さ
い
た
ま
地
方
法
務

局
熊
谷
支
局
内
熊
谷
人
権
擁
護
委

員
協
議
会
事
務
局
（
☎
５
２
４
ー

８
８
０
５
）
へ

内
職
相
談
・
就
職
相
談

商
工
振
興
課
で
は
、
内
職
相
談
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
４
月
10
日
㈪
か

ら
、
従
来
の
内
職
相
談
に
加
え
、
就

職
相
談
も
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
相
談
時
間
に
つ
い
て
は
、

予
約
制
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

商
工
振
興
課
（
☎

５
７
４
ー
６
６
５
０
）
へ

既
存
宅
地
確
認
制
度
の
廃
止
に
伴

う
経
過
措
置
が
終
了
し
ま
す

既
存
宅
地
確
認
制
度
の
廃
止
に
伴

う
経
過
措
置
が
５
月
17
日
で
終
了
し
、

そ
れ
以
降
は
、
既
存
住
宅
確
認
が
無

効
と
な
り
ま
す
。

既
存
宅
地
確
認
を
受
け
た
土
地

で
建
築
を
予
定
さ
れ
て
い
る
か
た

は
、
５
月
17
日
ま
で
に
建
築
工
事
に

着
手
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、

早
急
に
開
発
指
導
課
ま
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

※
対
象
と
な
る
土
地
は
、
平
成
13
年

５
月
17
日
ま
で
に
既
存
宅
地
確
認

申
請
を
行
い
、
確
認
を
受
け
た
も

の
だ
け
で
す

問
い
合
わ
せ　

開
発
指
導
課
（
☎

５
７
４
ー
６
６
５
５
）
へ

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

〜
み
ん
な
で
進
め
る
交
通
安
全
〜

一
人
ひ
と
り
の
手
で
交
通
事
故
の
な

い
明
る
い
社
会
に

４
月
６
日
㈭
〜
15
日
㈯
ま
で
春

の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
実
施
さ
れ

ま
す
。
か
わ
い
ら
し
い
新
１
年
生
の

設
置
し
、
４
月
１
日
㈯
か
ら
乗
降
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

停留所名 第1便 第2便 第3便 第4便 第5便
もくせい館 － 11:00 12:50 14:00 15:10

武川駅 9:50 11:03 12:53 14:03 15:13

この間の停留所は省略 ↓ ↓ ↓ ↓ ↓
県立循環器・

呼吸器病センター前 10:19 11:32 13:22 14:32 15:42

この間の停留所は省略 ↓ ↓ ↓ ↓ ↓

武川駅 10:44 11:57 13:47 14:57 16:07

もくせい館 10:47 12:00 13:50 15:00 －

「うぐいす号」主な停留所の運行予定時刻表

「
う
ぐ
い
す
号
」
は
、
無
料
で
ど
な

た
で
も
利
用
で
き
、
運
行
日
は
毎
週

月
・
木
・
土
曜
日
で
、
１
日
５
便
の

運
行
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

企
画
財
政
課
（
☎

５
７
４
ー
６
６
３
２
）
へ

防
災
情
報
な
ど
の
ご
案
内

　

災
害
関
連
情
報
や
、
防
災
行
政
無

線
の
放
送
内
容
を
、
テ
レ
ホ
ン
サ
ー

ビ
ス
で
ご
案
内
し
て
い
ま
す
。

テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
番
号

０
１
８
０
ー
９

き
ゅ
う
き
ゅ
う
よ
ぼ
う
さ
い

９
４
４
３
１

※
通
話
料
の
み
で
利
用
で
き
、
情
報

料
は
か
か
り
ま
せ
ん

問
い
合
わ
せ　

防
災
対
策
室
（
☎

５
７
４
ー
８
５
９
７
）
へ

し
尿
汲
み
取
り
・
浄
化
槽
清
掃
業

者
の
担
当
区
域
変
更

　

４
月
１
日
㈯
か
ら
自
治
会
を
担

当
す
る
し
尿
汲
み
取
り
・
浄
化
槽

清
掃
業
者
が
次
の
通
り
変
更
に
な

り
ま
す
。

自治会名 業者名 電話番号

内ケ島

延命地
㈱日野商事 ☎ 572-4395

高畑

大塚島
㈲長谷川環境 ☎ 571-4342

大塚

台天白
㈲藤沢環境保全 ☎ 571-5644

上柴町西４
丁目 小花興業社 ☎ 571-7259

※
な
お
、
他
の
自
治
会
の
変
更
は
あ

り
ま
せ
ん

問
い
合
わ
せ　

環
境
課
（
☎
５

７
４
ー
８
５
７
２
）
へ

姿
を
街
の
あ
ち
こ
ち
で
見
か
け
る
時

期
。
皆
さ
ん
の
温
か
い
目
と
思
い
や

り
あ
る
運
転
で
子
ど
も
た
ち
を
交
通

事
故
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

深
谷
市
で
は
今
年
２
月
末
現
在

で
、
夜
間
に
２
件
、
２
人
の
か
た
の

尊
い
命
が
交
通
事
故
に
よ
り
奪
わ
れ

て
い
ま
す
。

暗
く
て
周
り
が
よ
く
見
え
な
い

夜
は
速
度
感
覚
が
鈍
り
、
ス
ピ
ー
ド

が
超
過
し
が
ち
で
す
。
ま
た
、
視
界

が
狭
ま
り
歩
行
者
や
自
転
車
の
発
見

が
遅
れ
が
ち
に
な
り
ま
す
。

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
へ　

夜
間

の
危
険
性
を
認
識
し
、
ゆ
っ
く
り

走
る
心
掛
け
と
、
早
め
の
ラ
イ
ト

点
灯
で
確
実
な
安
全
確
認
を
し
ま

し
ょ
う

歩
行
者
・
自
転
車
の
皆
さ
ん
へ　

反
射

材
や
ラ
イ
ト
を
付
け
、
ド
ラ
イ

バ
ー
へ
自
分
を
し
っ
か
り
ア
ピ
ー

ル
し
ま
し
ょ
う

備
え
よ
う
！
住
宅
用
火
災
警
報
器

　

全
国
の
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
が

平
成
15
〜
16
年
の
２
年
間
で
、
続
け

て
千
人
を
超
え
、
こ
の
う
ち
６
割
が

逃
げ
遅
れ
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
あ
な
た

や
家
族
の
命
を
守
る
た
め
に
次
の
通

り
設
置
が
義
務
化
さ
れ
ま
す
。

新
築
住
宅　

平
成
18
年
６
月
１
日
か

ら
義
務
化

既
存
住
宅　

平
成
20
年
６
月
１
日
か

ら
義
務
化

※
な
お
、
不
適
正
な
訪
問
販
売
が
予

想
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い

問
い
合
わ
せ　

消
防
本
部
予
防
課

（
☎
５
７
１
ー
０
９
１
３
）
へ

深
谷
ビ
ッ
グ
タ
ー
ト
ル

　
　
　

臨
時
休
館
日
の
お
知
ら
せ

深
谷
ビ
ッ
グ
タ
ー
ト
ル
で
は
、
建

物
・
設
備
類
の
定
期
点
検
お
よ
び
特

別
清
掃
の
た
め
、
次
の
通
り
臨
時
休

館
と
な
り
ま
す
。

臨
時
休
館
日　

６
月
26
日
㈪
、
７
月

20
日
㈭
、
８
月
11
日
㈮
、
９
月
14

日
㈭
、
10
月
18
日
㈬
、
11
月
21
日

㈫
、
平
成
19
年
２
月
14
日
㈬
、
３

月
19
日
㈪
（
都
合
に
よ
り
休
館
日

が
変
更
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
）

※
休
館
日
は
、
申
請
な
ど
の
受
け
付

け
業
務
も
行
い
ま
せ
ん

問
い
合
わ
せ　

深
谷
ビ
ッ
グ
タ
ー
ト

ル
（
☎
５
７
２
ー
３
０
０
０
）
へ

市
民
文
化
会
館

　
　

大
・
小
ホ
ー
ル
改
修
工
事

　

平
成
19
年
１
月
22
日
㈪
〜
３
月
31

日
㈯
ま
で
の
期
間
で
、
大
・
小
ホ
ー

ル
の
改
修
工
事
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、工
事
期
間
中
は
大
・

小
ホ
ー
ル
は
ご
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

な
お
、
そ
の
他
の
施
設
に
つ
い
て
は

通
常
通
り
で
す
。

問
い
合
わ
せ　

市
民
文
化
会
館

（
☎
５
７
３―

８
７
６
５
）
へ

南
通
り
線
お
よ
び
中
央
通
り
線
・

北
通
り
線
の
一
部
供
用
開
始

　　

３
月
31
日
、
南
通
り
線
の
市
道
幹

41
号
線
（
南
中
学
校
西
の
道
路
）
か

ら
県
道
深
谷
寄
居
線
ま
で
の
間
お

よ
び
中
央
通
り
線
の
市
道
幹
25
号
線

（
市
民
体
育
館
北
の
交
差
点
）
か
ら

北
通
り
線
の
市
道
幹
１
号
線
（
市
役

所
西
の
道
路
）
ま
で
の
間
が
供
用
開

始
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、

車
の
流
れ
が
変
わ
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。
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※スプレー缶・カセットボンベは必ず中身を使い切り、穴を
開けてから出してください

問い合わせ　環境課（☎571－0789）へ

●燃やせるごみ
（紙くず・生ごみ・プラス
チック）

●資源物（ビン・缶・ペッ
トボトル）
●燃やせないごみ

ごみの出し方はだいじょうぶ？

⬇ ⬇
透明または半透明袋
（レジ袋でも可）

透明袋・大里広域市町村
圏標準袋

税務証明や住民票の写しなどが必要なかた、
住民異動届を申請されるかたへのお願い

個人情報の保護から、本人以外のかたへの「税務証明」や「住
民票の写し」などの交付は、原則として委任状が必要となります。
また、証明の交付申請・住民異動届申請の際は、本人確認をさ
せていただきますので、運転免許証や保険証などをお持ちくださ
い。多少ご不便をおかけいたしますが、ご協力をお願いします。

問い合わせ　税務証明　　　　　…　市民税課（☎574－6637）へ
　　　　　　住民票・住民異動届　…　市民課（☎574－6640）へ

群ぐ
ん

青じ
ょ
うの
空
へ
一
蹴
り
入
試
の
子

鎧よ
ろ

ひ
た
る
千
の
剣
よ
り
滝た
き

解げ

か
な

北き

風た

吹
く
や
赤
城
に
尾
振
る
風
見
鶏

天あ
め

地つ
ち

を
糸
も
て
繋つ
な

ぐ
凧
日
和

寝
羅
漢
の
膝
元
借
り
る
恋
の
猫　

亀
鳴
く
や
齢
の
数
よ
り
悔
の
数

黄
梅
に
触
れ
て
こ
こ
に
も
あ
る
生
命　

青あ
お

柳や
ぎ　

　

進
す
す
む

井い
の

上う
え　

美み

也や

柴し
ば

崎さ
き　

泚す
み

子こ

吉よ
し

田だ

冬と
う

陽よ
う

人じ
ん

黒く
ろ

沢さ
わ

美み

枝え

子こ

大お
お

澤さ
わ　

幸さ
ち

子こ

柿か
き

沢ざ
わ　

吉き
ち

三ぞ
う

白
梅
や
寺
格
を
背
負
ふ
朱
塗
門

合
併
の
市
の
伸
展
や
松
の
芯

梅
一
輪
今
で
も
重
い
母
の
言

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
の
一
針
毎
に
春
を
生
む

春
シ
ョ
ー
ル
ゆ
っ
た
り
流
る
五
十
路
か
な

幡は

ら羅
遺
跡
歴
史
秘
め
つ
つ
地
虫
出
づ

群
鳩
の
向
き
変
へ
し
と
き
春
光
る

前ま
え

田だ　

鉄て
っ

斎さ
い

茂も
て

木ぎ　

な
つ

加か

藤と
う　

英え
い

峰ほ
う

滝た
き

沢ざ
わ　

千ち

枝え

栗く
り

田た　

静し
ず

子こ

新し
ん

鎧が
い　

鉄て
つ

雄お

鈴す
ず

木き　

龍た
つ

江え

（
敬
称
略
）

問
い
合
わ
せ　

道
路
河
川
課
（
☎

５
７
４
ー
６
６
５
２
）
へ

コスモス街道コスモス街道コスモス街道

JR高崎線JR高崎線JR高崎線

市
民
体
育
館

市
民
体
育
館

市
民
体
育
館

深
谷
城
址

　
　

公
園

深
谷
城
址

　
　

公
園

深
谷
城
址

　
　

公
園

市役所市役所市役所

南中学校南中学校南中学校

国道17号線国道17号線国道17号線

深谷駅深谷駅深谷駅
至熊谷至熊谷至熊谷至高崎至高崎至高崎

北通り線北通り線北通り線

南通り線南通り線南通り線

市道幹25号線市道幹25号線市道幹25号線

市
道
幹
１
号
線

市
道
幹
１
号
線

市
道
幹
１
号
線

中
央
通
り
線

中
央
通
り
線

中
央
通
り
線

県
道
伊
勢
崎
深
谷
線

県
道
伊
勢
崎
深
谷
線

県
道
伊
勢
崎
深
谷
線

県
道

寄
居
岡
部
深
谷
線

県
道

寄
居
岡
部
深
谷
線

県
道

寄
居
岡
部
深
谷
線

県
道

深
谷
寄
居
線

県
道

深
谷
寄
居
線

県
道

深
谷
寄
居
線

県
道

深
谷
嵐
山
線

県
道

深
谷
嵐
山
線

県
道

深
谷
嵐
山
線

市
道
幹
41
号
線

市
道
幹
41
号
線

市
道
幹
41
号
線

「
う
ぐ
い
す
号
」
の
停
留
所
を
県
立
循

環
器
・
呼
吸
器
病
セ
ン
タ
ー
に
設
置

江
南
町
に
あ
る
県
立
循
環
器
・

呼
吸
器
病
セ
ン
タ
ー
の
施
設
内
に
川

本
区
域
で
運
行
し
て
い
る
行
政
福
祉

バ
ス
「
う
ぐ
い
す
号
」
の
停
留
所
を

２月の善意　市内の各社会福祉協議会への2月の寄付金は
深谷6件で282,958円、岡部0件、川本1件で26,483円、花園0件でした。皆さんの温かいご協力ありがとうございます。
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さあ、出掛けよう！　いいことありそう !!

　

株
式
投
資
へ
の
人
気
の
高
ま
り
を
背

景
に
、「
値
上
が
り
確
実
な
未
公
開
株

を
買
い
ま
せ
ん
か
」
と
言
っ
て
、
上
場

間
近
の
よ
う
に
思
わ
せ
未
公
開
株
を
売

り
つ
け
た
り
、
代
金
を
だ
ま
し
取
る
詐

欺
行
為
が
増
え
て
い
ま
す
。

（
相
談
事
例
）

・
上
場
予
定
の
大
手
製
薬
会
社
の
未
公

開
株
を
買
わ
な
い
か
と
電
話
勧
誘
が

あ
り
、
購
入
し
た
。
そ
の
後
、
そ
の

会
社
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
上
場
に

つ
い
て
は
不
明
と
言
わ
れ
、
詐
欺
に

あ
っ
た
よ
う
だ

・
証
券
会
社
で
は
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、

上
場
予
定
の
未
公
開
株
を
買
わ
な
い

か
と
何
度
も
電
話
が
あ
る
が
、
問
題

の
あ
る
業
者
か

（
お
答
え
し
ま
す
）

　

未
公
開
株
と
は
、
証
券
取
引
所
な
ど

の
株
式
市
場
に
上
場
さ
れ
て
い
な
い
株

で
す
。
未
公
開
株
が
上
場
さ
れ
る
と
、

上
場
後
の
株
の
価
格
が
上
が
り
大
き
く

利
益
を
出
す
こ
と
が
あ
る
た
め
、
大
変

人
気
が
あ
り
ま
す
。

○
勧
誘
を
受
け
た
場
合
の
注
意
点

◆
証
券
業
の
登
録
の
あ
る
会
社
？

　

未
公
開
株
の
販
売
な
ど
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
の
は
、
未
公
開
株
の
発
行
会
社
や

証
券
取
引
法
に
従
っ
て
登
録
し
た
証
券
会

社
に
限
ら
れ
ま
す
の
で
、
そ
の
ほ
か
の
者

か
ら
の
勧
誘
は
注
意
が
必
要
で
す
。

◆
発
行
会
社
自
体
が
存
在
し
な
い
!?

　

上
場
予
定
と
偽
っ
た
り
、
発
行
会
社

自
体
が
架
空
で
あ
る
な
ど
詐
欺
的
な
勧

誘
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
事
例
の
よ
う

に
、
具
体
的
な
上
場
予
定
が
な
い
の
に

上
場
す
る
と
ウ
ソ
の
説
明
を
し
て
い
る

場
合
、
消
費
者
契
約
法
の
取
り
消
し
な

ど
を
主
張
し
、
業
者
と
返
金
の
交
渉
を

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
未
公
開
株
は
、
実
際
に
上
場

さ
れ
な
け
れ
ば
、
売
買
を
成
立
さ
せ
る

こ
と
が
と
て
も
難
し
く
、
換
金
す
る
方

法
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
取
引
内

容
が
理
解
で
き
な
い
と
き
や
取
引
を
行

う
つ
も
り
が
な
い
の
に
執
よ
う
な
勧
誘

を
受
け
た
と
き
は
、
は
っ
き
り
断
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

　

な
お
、
市
で
は
毎
週
水
・
金
曜
日
に

消
費
生
活
相
談
、
月
〜
金
曜
日
に
悪
質

商
法
１
１
０
番
電
話
を
開
設
し
て
い
ま

す
（
い
ず
れ
も
市
役
所
開
庁
日
の
み
）。

問
い
合
わ
せ　

く
ら
し
い
き
い
き
課

（
☎
５
７
４―

６
６
３
３
）

「
上
場
間
近
で
儲
か
る
」
っ
て
本
当
？

―

未
公
開
株
の
勧
誘
に
ご
注
意―

対
象

　

市
内
在
住
の
か
た
で
、

①
基
本
健
診
・
肺
が
ん
・
大
腸
が

ん
・
胃
が
ん
検
診
…
30
歳
以
上

の
男
女

②
子
宮
が
ん
検
診
…
20
歳
以
上
の

女
性

③
乳
が
ん
検
診
…
30
歳
以
上
の
女

性
※
平
成
19
年
３
月
31
日
現
在
の
年
齢

健
診
実
施
時
期

①
基
本
健
診
・
肺
が
ん
・
大
腸
が

ん
検
診
…
５
月
17
日
㈬
〜
７
月

21
日
㈮

②
胃
が
ん
検
診
…
８
月
17
日
㈭
〜

10
月
25
日
㈬

③
子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
検
診
…
10

月
３
日
㈫
〜
12
月
14
日
㈭

※
旧
市
町
の
保
健
セ
ン
タ
ー
な
ど

で
実
施
予
定
で
す
が
、
詳
細
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

申
し
込
み
方
法

　

①
氏
名
（
カ
ナ
氏
名
）、
②
生

年
月
日
、
③
住
所
、
④
電
話
番
号
、

⑤
希
望
さ
れ
る
健
診
を
記
入
の

上
、
電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー

ル
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
広
報
ふ

か
や
３
月
号
の
折
り
込
み
チ
ラ
シ

に
付
い
て
い
る
は
が
き
で
も
申
し

込
み
で
き
ま
す（
４
月
25
日
㈫（
当

日
消
印
有
効
）
ま
で
）。

※
申
し
込
み
は
各
健
診
日
の
前
日

ま
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
が
、

お
早
め
に
お
願
い
し
ま
す

※
前
年
度
受
診
さ
れ
た
か
た
に

は
、
健
診
開
始
前
に
前
年
度
受

診
し
た
健
診
の
受
診
票
を
郵
送

し
ま
す

問
い
合
わ
せ
と
申
し
込
み

深
谷
市
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎

５
７
５―

１
１
０
１
・
ｆ

５
７
４

―

６
６
６
８
）、
岡
部
福
祉
健
康

課
（
☎
５
８
５―

２
２
１
４
）、

川
本
福
祉
健
康
課
（
☎
５
８
３

―

２
５
３
２
）、
花
園
福
祉
健
康

課
（
☎
５
８
４―

１
１
２
３
）

ｅhoken@city.fukaya.saitama.jp
　

基
本
健
診
・
各
種
が
ん
検
診

申
し
込
み
受
け
付
け
中
で
す　

桜ヶ丘・藤沢・豊里子育て支援センター
○以下の事業は予約制です　　4月 25 日㈫ 午前 9時から電話でお申し込みください

受け付け 事業名 内　　　容 会　場　・　日　時 対　　象 募集人員 参加料
桜ヶ丘子育て支援センター
☎ 574 － 8002

給食体験 給食を食べながら栄養士が食事や栄養
について相談に応じます

桜ヶ丘子育て支援センター
5月18日㈭　午前 11 時～正午 離乳食を終了してい

る親子 各先着 7組 親 300 円
子 250 円

豊里子育て支援センター
☎ 587 － 1170

豊里子育て支援センター
5月11日㈭　午前 11 時～正午

のびのび学級
（全 2回）

1 回目
小麦粉粘土を作って遊ぼう！

藤沢子育て支援センター
5月20日㈯　午前 10 時 30 分～正午 平成 16 年 4 月～ 9

月生まれのお子さん
と保護者（2 回とも
参加できるかた）

先着25組 無料2回目
お外で元気に遊ぼう！

わんぱくランド
5月27日㈯　午前 10 時 30 分～正午

学級終了後、サークルを作って活動してみませんか？
活動場所などスタッフがアドバイスします

藤沢子育て支援センター
☎ 551 － 5055 ベビービクス 赤ちゃんとたっぷりスキンシップをとって

体をほぐして遊んであげましょう
藤沢生涯学習センター・藤沢公民館
5月25日㈭　午前 10 時 30 分～ 11 時 30 分 1 歳半未満児 先着25組 無料

○以下の事業は予約は必要ありません
受け付け 事業名 内　　　容 会　場　・　日　時 対　　象 募集人員 参加料

各子育て支援センター
に直接お越しください

わくわく教室 親子でたっぷりスキンシップをとって遊べ
るひとときです

桜ヶ丘子育て支援センター
毎週水曜日
午前 10 時 30 分～ 11 時
午前 11 時～正午

1歳半未満児
1歳半以上児

人数の制
限はありま
せん

無料

藤沢子育て支援センター
豊里子育て支援センター
毎週水曜日　午前 11 時～正午

子育て支援センター
は幼稚園や保育園
に通っていない未
就学児と保護者の
かたが利用できます

おはなし教室 豊かな心を育む絵本の読み聞かせです 各子育て支援センター
毎週金曜日　午前 11 時～正午

育児相談 子育ての悩みを一緒に考えましょう 各子育て支援センター
毎週火・木・土曜日(随時相談に応じます）

広場 事業の無い時間、子育て支援センター
を開放しています

各子育て支援センター
（詳しくはお問い合わせください）

※子育て支援センターは、日・月曜日、祝日はお休みです

おかべ子育て支援センター（みらい幼児園おかべ内）（以下の事業はすべておかべ子育て支援センターで行います）
○以下の事業は予約制です　　午前 9時から電話でお申し込みください

受け付け 事業名 内　　　容 日　　　時 対　　象 募集人員 参加料

おかべ子育て支援セ
ンターに電話でお申し
込みください
☎ 585 － 4101

わらべ歌教室 親子で、口ずさめる歌と触れ合い遊び 4月11日㈫　午前 10 時～ 11 時 － 先着20組 無料
ヨガでストレス解消 心身ともにリフレッシュしましょう!! 4 月 8日㈯　午前 10 時～ 11 時 30 分 － 先着20組 無料
積み木教室
（世代間交流）

おじいちゃん、おばあちゃんと触れ合い
ながら、ひのきの積み木で遊びましょう 4月15日㈬　午前 10 時～ 11 時 30 分 － 先着20組 無料

みんなの誕生日会 その月に生まれた子どもの誕生会 4月27日㈭　午前 10 時～ 11 時 － 先着20組 無料

給食体験 みらい幼児園の給食が試食できます 4月13日㈭　午前 11 時～正午 離乳食を終了してい
る親子 先着10組 親 300 円

子 250 円

おやこの広場

絵本は子どもの心の栄養です 4月 5日㈬　午前 10 時～ 11 時 3歳～就学前の子ど
もと保護者

各先着
30 組 無料今月はどんな絵本に出会えるかな？ 4月12日㈬　午前 10 時～ 11 時 2 か月～ 1 歳未満

の子どもと保護者

※みどりの文庫担当 4月19日㈬　午前 10 時～ 11 時 1 歳～ 2歳の子ども
と保護者

カンガルールーム
（ベビー） 赤ちゃん体操です

4月 7日㈮　受け付け：午前 9時 30 分～ 7 か月～ 1 歳未満
の子どもと保護者 各先着

30 組 無料
4月21日㈮　受け付け：午前 9時 30 分～ 2か月～ 6か月の子

どもと保護者

カンガルールーム
（キッズ） サーキット遊びで楽しく体を動かしましょう

4月14日㈮　受け付け：午前 9時 30 分～ 1 歳～ 2歳の子ども
と保護者 各先着

30 組 無料
4月28日㈮　受け付け：午前 9時 30 分～ 3歳～就学前の子ど

もと保護者

○以下の事業は予約は必要ありません
受け付け 事業名 内　　　容 日　　　時 対　　象 募集人員 参加料

子育て支援センターに
直接お越しください

子育て相談 子育ての悩みを一緒に考えましょう 毎週火曜日(随時相談に応じます） 子育て支援センター
は幼稚園や保育園
に通っていない未
就学児と保護者の
かたが利用できます

人数の制
限はありま
せん

無料
センター開放 事業の無い時間、子育て支援センター

を開放しています
午前 9時～正午
午後 1時～ 5時
（詳しくはお問い合わせください）

※その他、保健師によるすこやか相談事業を行っています。詳しいお問い合わせは、岡部福祉健康課にお問い合わせください　☎ 585 － 2214
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「
思
い
や
り
」

　

わ
た
し
の
家
は
、
六
人
家
ぞ
く
で
す
。

八
十
九
才
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
お
父
さ
ん
、

お
母
さ
ん
、
お
兄
ち
ゃ
ん
、
お
姉
ち
ゃ
ん
。

み
ん
な
と
て
も
仲
が
い
い
で
す
。

　

わ
た
し
は
、
と
く
に
春
休
み
、
夏
休
み
、

冬
休
み
の
間
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
お
母
さ

ん
の
お
手
伝
い
を
い
っ
ぱ
い
し
ま
す
。
な

ぜ
か
と
い
う
と
、
お
母
さ
ん
の
仕
事
は
、
学

校
が
休
み
の
時
、
学
童
の
子
を
み
る
の
で
、

と
て
も
い
そ
が
し
い
の
で
す
。
朝
、
家
を
早

く
出
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
す
。
で
も
、

お
母
さ
ん
は
、
せ
ん
た
く
や
ご
は
ん
の
用

意
。
わ
た
し
た
ち
の
お
昼
ご
は
ん
、
お
兄

ち
ゃ
ん
お
姉
ち
ゃ
ん
の
お
弁
当
を
作
っ
た

り
と
お
お
い
そ
が
し
で
す
。
お
母
さ
ん
が

い
そ
が
し
く
て
、
ほ
せ
な
か
っ
た
せ
ん
た

く
物
を
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
わ
た
し
で
ほ
し

て
あ
げ
る
時
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
ほ
か
に

も
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
わ
た
し
で
家
の
こ
と

を
い
ろ
い
ろ
し
ま
す
。

　

わ
た
し
は
、
こ
し
の
ま
が
っ
た
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
が
で
き
な
い
そ
う
じ
き
か
け
を
し

ま
す
。
そ
う
じ
き
を
か
け
る
時
は
、
表
ざ

し
き
、
お
く
り
ざ
し
き
、
仏
様
の
部
屋
、
お

兄
ち
ゃ
ん
の
部
屋
、
二
か
い
の
部
屋
。
お

姉
ち
ゃ
ん
が
い
る
と
き
は
、
お
姉
ち
ゃ
ん

が
台
所
そ
う
じ
を
や
っ
て
、
わ
た
し
が
運

べ
る
い
す
を
運
び
ま
す
。
そ
う
じ
が
お
わ

る
と
お
花
の
水
く
れ
を
し
ま
す
。
そ
し
て
、

ぜ
ん
ぶ
お
わ
っ
た
こ
ろ
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と

わ
た
し
で
十
時
の
お
茶
に
し
ま
す
。
き
れ
い

に
な
っ
た
え
ん
が
わ
で
の
む
お
茶
は
、
と
っ

て
も
お
い
し
い
で
す
。
な
ん
だ
か
、
と
て

も
い
い
気
持
ち
が
し
ま
す
。

　

午
後
に
な
る
と
せ
ん
た
く
物
を
と
り
こ

む
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。
せ
ん
た
く
物
を
と

り
こ
む
と
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
し
た
。
と
て

も
た
い
へ
ん
そ
う
で
し
た
。
で
も
「
わ
た
し

た
ち
が
休
み
で
は
な
い
と
き
は
、
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
が
一
人
で
ぜ
ん
ぶ
や
っ
て
い
る
ん

だ
。」
と
思
っ
て
、
一
枚
一
枚
て
い
ね
い
に

た
た
み
ま
し
た
。
お
兄
ち
ゃ
ん
の
せ
ん
た
く

物
の
山
。
お
父
さ
ん
の
せ
ん
た
く
物
の
山
。

お
姉
ち
ゃ
ん
。
お
母
さ
ん
、お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、

私
。
六
つ
の
山
が
で
き
ま
し
た
。
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
の
山
が
一
番
小
さ
か
っ
た
で
す
。

　

わ
た
し
は
、
お
手
伝
い
が
大
好
き
な
の

で
、
で
き
る
事
は
何
で
も
や
り
ま
す
。
一
日

に
お
手
伝
い
だ
け
じ
ゃ
な
く
、
べ
ん
き
ょ
う

も
や
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
か
ら
、
ち
ょ
っ

と
た
い
へ
ん
な
時
も
あ
り
ま
し
た
。
で
も
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
も
お
母
さ
ん
も
が
ん
ば
っ
て

い
る
の
で
、
わ
た
し
も
が
ん
ば
り
ま
し
た
。

お
父
さ
ん
も
お
母
さ
ん
も
帰
っ
て
く
る
と
、

か
な
ら
ず
、ほ
め
て
く
れ
ま
す
。
わ
た
し
は
、

「
も
っ
と
も
っ
と
お
手
伝
い
を
し
た
い
な
。」

と
思
い
ま
す
。

　

日
曜
日
に
は
、
お
父
さ
ん
や
お
兄
ち
ゃ

ん
、
お
姉
ち
ゃ
ん
が
よ
く
遊
ん
で
く
れ
ま

す
。
テ
ニ
ス
や
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
教
え
て

く
れ
た
り
し
ま
す
。
お
父
さ
ん
は
、
毎
日

会
社
で
つ
か
れ
て
い
る
の
に
ス
イ
ミ
ン
グ

に
つ
れ
て
行
っ
た
り
し
て
く
れ
た
り
、
サ
ッ

カ
ー
を
見
に
つ
れ
て
行
っ
た
り
し
て
く
れ

ま
す
。
だ
か
ら
、
お
父
さ
ん
に
か
た
も
み

を
し
て
あ
げ
ま
す
。

　

わ
た
し
は
、
み
ん
な
の
こ
と
を
考
え
て
、

た
す
け
合
う
や
さ
し
い
家
ぞ
く
が
大
好
き

で
す
。

デート　ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）

八
基
小
学
校
４
年

　

橋は
し

本も
と

理り

沙さ
さ
ん

は
げ
ま
し
て
く
れ
る
そ
の
声
が　

私
の
大
き
な
勇
気
に
な
る　
　

岡
部
西
小
学
校　

田た

嶋じ
ま

希き

里り

子こ

さ
ん

人
権
標
語

問い合わせ　人権政策課男女共同参画係（深谷市勤労者家庭支援施設「Ｌ・フォルテ」）へ
　　　　　　〠366－ 0052深谷市上柴町西4－ 2－ 6　　☎573－ 4761　（火曜日休館）

1819

　みなさんは、＜デートＤＶ＞という言葉をご存じですか？
　ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）とは、一般的に配偶者や恋人など親しい
関係にある相手に対して振るわれる、体や心への暴力のことです。最近では、ＤＶ
被害者を支援するための法整備などが進み、ＤＶは社会的にも「犯罪」であると認
識されています。
　しかし、これは大人だけの問題ではありません。最近増えているのは、社会に出
る前の 10 代や 20 代前半の若い世代の、いわゆる「彼氏・彼女」と呼ぶ間柄の男女
間でも、親密な関係になると大人のＤＶと同様のことが起きています。
　そのことを＜デートＤＶ＞と呼びます。
　自分以外の異性や友達と会うことを制限したり、携帯のメールを勝手に見る、嫌がることや体の関係を強要したり、
避妊に協力してくれなかったり。こういったことを拒否したりすると「別れる」と言って精神的に脅したり、殴る、
蹴るなど…。
　相手に「嫌われたくない」という感情、または「自分はそれほど愛されているんだ」という錯覚で、別れられずに
被害を受けてしまっているケースが多いのです。
　残念ながら、こういった経験をした若者たちは、「男女の関係はそういうものだ」と思い込み、将来結婚後もＤＶの
加害者・被害者になってしまうことが多いと言われています。
　一人ひとりの価値観や考え方はさまざまです。しかし、どのような理由があっても暴力はあってはならないものです。
　周りの大人たちも、＜デートＤＶ＞を子どもたちの「けんか」などと軽く見ることなく、将来大人になってからＤ
Ｖに苦しむようなことにならないためにも、子どもたちのちょっとした変化に気付いてあげることが大切です。

■深谷市子どもの虐待防止ホットライン
　虐待が疑われる子どもを見つけた場合は、子どもの虐待防止ホットライン（市役
所家庭児童相談室内・ ☎ 574 － 3000）へご連絡ください。
■L・フォルテ子育て支援軽運動室開放
　子育て中のかた、お子さんを一緒に遊ばせたり、情報交換をしたりしませんか？
とき　毎週水曜日午後１時～４時　　ところ　Ｌ・フォルテ軽運動室
対象　未就学児とその保護者　　問い合わせ　Ｌ・フォルテ（☎573－4761・火曜日休館）へ

相談名 内容 とき ところ 問い合わせ

教育 子どもの非行や不登校、いじめ、
家庭内暴力など

電話相談・来所相談ともに毎週月～金曜日（祝日は除く）
午前 9時～正午・午後 1時～ 4時 30 分
ファックス・Ｅメールは 24 時間受け付け 教育庁舎内教育研究所

学校教育課
（教育研究所）
☎ 572 － 9456フリーダイヤル・ｆ 0120－4－78374　ｅ e-net@city.fukaya.saitama.jp

家庭・児童・母子 家庭、育児、不登校などの相談 毎週月～金曜日（祝日は除く）
午前 9時～午後 4時 市役所家庭児童相談室 児童課

☎ 574 － 6646

行政相談 行政に関する苦情など

4月 5日㈬、19 日㈬、5月 17 日㈬
午前 9時～正午 市役所北別館市民相談室 くらしいきいき課

☎ 574 － 6633
4 月 20 日㈭、5月 18 日㈭
午後 1時 30 分～ 4時 岡部総合支所会議室 岡部市民環境課

☎ 585 － 2213
4 月 12 日㈬、5月 10 日㈬
午前 9時～正午 川本総合支所会議室 川本市民環境課

☎ 583 － 2783
4 月 4 日㈫、5月 2日㈫
午後 1時 30 分～ 4時 花園総合支所会議室 花園市民環境課

☎ 584 － 1122

法律相談 相続、離婚、金銭貸借、商取引
などの法律に関すること

毎週火曜日（祝日は除く）午後 1時 30 分～ 4時 30 分
予約制（電話で受け付け）※定員各日 10 人　担当＝弁護士

相談を希望される場合は、
担当課までご連絡ください

くらしいきいき課
☎ 574 － 6633

4 月 6 日㈭
午後 1時 30 分～ 4時 30 分 岡部総合支所会議室 岡部市民環境課

☎ 585 － 2213
5 月 19 日㈮
午後 1時 30 分～ 4時 30 分 川本総合支所会議室 川本市民環境課

☎ 583 － 2783
4 月 21 日㈮
午後 1時 30 分～ 4時 30 分 花園総合支所会議室 花園市民環境課

☎ 584 － 1122

市民相談 市民生活全般 毎週月～金曜日（祝日は除く）
午前 9時 30 分～正午・午後 1時～ 4時 30 分　担当＝市民相談員 市役所北別館市民相談室 くらしいきいき課

☎ 574 － 6633

消費生活 商品契約に関する苦情など 毎週水曜日・金曜日（祝日は除く）
午前 10 時～正午・午後 1時～ 4時　担当＝消費生活相談員

相談を希望される場合は、
担当課までご連絡ください

くらしいきいき課
☎ 574 － 6633

悪質商法
110番

悪質商法に関する相談および
クーリングオフの仕方など

毎週月～金曜日（祝日は除く）
午前 9時～正午・午後 1時～ 4時 30 分　担当＝くらしいきいき課職員 電話により随時受け付け くらしいきいき課

☎ 574 － 8527

税務 税理士および国税局税務相談員
による税一般に関する相談

4月 5日㈬
午前 10 時～午後 3時　担当＝国税局税務相談員 市役所西別館 301 会議室 市民税課

☎ 574 － 66374 月 20 日㈭
午前 10 時～午後 4時　担当＝税理士会会員 市役所西別館 201 会議室

人権 生活全般で感じた人権上の
困りごとや悩みの相談

4月：市役所西別館 201 会議室
5月：市役所西別館 301 会議室

人権政策課
☎ 574 － 6643

4 月 10 日㈪、5月 10 日㈬ 岡部総合支所 1階会議室 岡部総務課
☎ 585 － 2211

午前 10 時～正午・午後 1時～ 3時 川本総合支所 1階相談室 川本総務課
☎ 583 － 2781

花園総合支所 203 会議室 花園総務課
☎ 584 － 1121

L・フォルテ
相談室 心や体、ＤＶの悩みなど 4月 22 日㈯

午前 11 時～午後３時　予約制 Ｌ・フォルテ２階研修室 B Ｌ・フォルテ
☎ 573 － 4761

内職・就職・求人
・内職に関するの仕事の紹介
・就職に関する相談
・求人情報の提供

毎週月曜日＝午前 10 時～正午・午後 1時～ 3時
毎週木曜日＝午前 10 時～正午
（いずれも祝日は除く）　内職・就職は予約制

産業会館３階商工振興課隣の
会議室

商工振興課
☎ 574 － 6650

結婚 結婚に関する相談、紹介など 4月 16 日㈰、5月 21 日㈰
午後 1時～ 3時 深谷コミュニティセンター 社会福祉協議会

☎ 573 － 6563

各　種　無　料　相　談各　種　無　料　相　談

相談名 内容 検査 とき ところ 問い合わせ

エイズ相談・
　　　エイズ検査

エイズなどに関する相談と血液検査
予約制　※原則無料・匿名可

即日検査 4月 6日㈭
午後 1時～ 3時

熊谷保健所 熊谷保健所
☎ 523 － 2811

通常検査（夜間） 4月 6日㈭
午後 5時 30 分～6時 30 分

通常検査（昼間）
4月 25 日㈫
午前 10 時～ 11 時
午後 5時 30 分～6 時 30 分

精神保健福祉相談 精神科医師による精神保健福祉に関
する相談　予約制

5 月 16 日㈫
午後 1時～ 2時 熊谷保健所 熊谷保健所

☎ 523 － 2811

県民法律相談 弁護士による法律相談　予約制 毎月第 1～第 3水曜日
午後 1時～ 4時

県北部地域創造センター
（県地方庁舎 1階）

県北部地域創造センター
☎ 522 － 6506

県民相談・
　　交通事故相談 家庭の困りごとや交通事故相談 毎週月～金曜日

午前 9時～午後 4時
県北部地域創造センター
（県地方庁舎 1階）

県北部地域創造センター
☎ 522 － 6506（県民相談）
☎ 521 － 7300（交通事故相談）
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休日急患の診療

休日急患診療所 こども夜間診療所

4 月 2 日・9日・16 日・23 日・29 日・30 日
診療日

4 月 1 日・2日・8日・9日・15 日・16 日・22 日・
     23 日・29 日・30 日

5月 3日・4日・5日・7日・14 日・21 日・28 日 5 月 3日・4日・5日・6日・7日・13 日・14 日・
     20 日・21 日・27 日・28 日

午前 9時～正午・午後 2時～ 5時 診療時間 午後 7時～ 10 時
内科・小児科・外科 診療科目 小児科・内科
診療場所は、総合健診センター・休日急患診療所（常盤町・☎573－7723）です
※携帯電話から検索できます　ｕhttp://mobile.city.fukaya.saitama.jp/

●深谷市保健センターの保健事業　（☎575― 1101）

事業名 実施日時など 対象者など

離乳食教室
4 月 12 日㈬ （受け付け：午前 9時 45 分～ 10 時） 3～ 4か月児　※1週間前までに要電話予約

（託児を希望されるかたは予約時にご相談ください）5月 10 日㈬ （受け付け：午前 9時 45 分～ 10 時）

4か月児健康診査

4 月 7 日㈮ （受け付け：午後 1時～ 2時） 深谷区域の平成 17 年 11 月 16 日～ 11 月 29 日生まれ
4月 18 日㈫ （受け付け：午後 1時～ 2時） 深谷区域の平成 17 年 11 月 30 日～ 12 月 6日生まれ
4月 28 日㈮ （受け付け：午後 1時～ 2時） 深谷区域の平成 17 年 12 月 7 日～ 12 月 15 日生まれ
5月 12 日㈮ （受け付け：午後 1時～ 2時） 深谷区域の平成 17 年 12 月 16 日～ 12 月 23 日生まれ

1歳 6か月児
健康診査

4 月 6 日㈭ （受け付け：午後 1時～ 2時） 深谷区域の平成 16 年 9 月 1日～ 9月 15 日生まれ
4月 20 日㈭ （受け付け：午後 1時～ 2時） 深谷区域の平成 16 年 9 月 16 日～ 9月 30 日生まれ
5月 2日㈫ （受け付け：午後 1時～ 2時） 深谷区域の平成 16 年 10 月 1 日～ 10 月 15 日生まれ

3歳児健康診査
4 月 13 日㈭ （受け付け：午後 1時～ 2時） 深谷区域の平成 14 年 9 月 1日～ 9月 15 日生まれ
4月 27 日㈭ （受け付け：午後 1時～ 2時） 深谷区域の平成 14 年 9 月 16 日～ 9月 30 日生まれ
5月 11 日㈭ （受け付け：午後 1時～ 2時） 深谷区域の平成 14 年 10 月 1 日～ 10 月 15 日生まれ

乳幼児相談 4 月 24 日㈪ 午前 10 時～ 11 時 30 分・
午後 1時～ 4時

身長・体重の測定、子育てや栄養に関する相談
※午後は要電話予約

子育ての広場 4 月 24 日㈪ （受け付け：午前 10 時～午後 4時） 子育て中の保護者とお子さん（未就園児）の
交流の場としてお部屋を開放

マタニティ教室 5 月 12 日㈮・19 日㈮・27 日㈯
（受け付け：午前9時30分～　※27日㈯は午前9時20分～）

おおむね妊娠中期（16 週～ 27 週）の妊婦と夫、
祖父母　※要電話予約

健康・不妊・
介護・禁煙相談

毎週月～金曜日（祝日を除く）
※要電話予約

午前 8時 30 分～午後 5時

老人健康相談
4 月 25 日㈫ 午後 1時 30 分～ 2時 30 分　福寿荘

市内にお住まいの高齢者
4月 26 日㈬ 午後 1時 30 分～ 2時 30 分　仙元荘

成人健康相談 4 月 12 日㈬ 午後１時 30 分～２時 30 分 市内にお住まいのかた

こころの健康相談 4 月 11 日㈫ （受け付け：午後 2時～ 3時 50 分）
精神的不安や対人関係、お酒に関する悩み、心の
病気などや福祉制度などについて相談のあるかた
※要電話予約

BCG接種
4 月 17 日㈪ （受け付け：午後 1時～ 2時） 深谷区域の平成 17 年 12 月 16 日～

平成 18 年 1月 15 日生まれ■会場は総合健診センターです

ポリオ投与
4 月 19 日㈬・21 日㈮・24 日㈪・25 日㈫ 初回：平成 17 年 8月～ 9月生まれ
■会場は総合健診センターです 追加：平成 17 年 5月～ 7月生まれ

●岡部保健センターの保健事業　（☎585― 2214）　岡部福祉健康課

事業名 実施日時など 対象者など

マタニティ教室 4 月 14 日㈮・21 日㈮・29 日㈯
（受け付け：午前9時30分～　※29日㈯は午前9時20分～）

おおむね妊娠中期（16 週～ 27 週）の妊婦と夫、
祖父母　※要電話予約

離乳食教室 4 月 25 日㈫ （受け付け：午前 9時 45 分～ 10 時） 3～ 4か月児　※1週間前までに要電話予約
（託児を希望されるかたは予約時にご相談ください）

1歳 6か月児
健康診査 4 月 26 日㈬ （受け付け：午後 1時～ 2時） 岡部区域の平成 16 年 8 月 16 日～ 9月 30 日生まれ

乳幼児相談 4 月 17 日㈪ 午前 10 時～ 11 時 30 分・
午後 1時～ 4時

身長・体重の測定、子育てや栄養に関する相談
※午後は要電話予約

子育ての広場 4 月 17 日㈪ （受け付け：午前 10 時～午後 4時） 子育て中の保護者とお子さん（未就園児）の
交流の場としてお部屋を開放

BCG接種
4 月 17 日㈪ （受け付け：午後 1時～ 2時） 岡部区域の平成 17 年 12 月 1 日～

平成 18 年 1月 15 日生まれ■会場は総合健診センターです

老人健康相談
4 月 7 日㈮ 午後 1時 30 分～ 2時 30 分

市内にお住まいの高齢者
■会場は岡部荘（旧岡部町老人福祉センター）です

※ＢＣＧ接種・ポリオ生ワクチン投与は、集団接種です。このほかの定期予防接種は、主治医での個別接種になります。
集団接種の日程は、平成 18 年度健康カレンダーに掲載します。接種間隔に注意し、主治医と相談の上、予防接種を受
けてください

眼科耳鼻咽喉科休日診療医院

とき 休日診療医院名 問い合わせ
4月  2日㈰ 清水眼科医院 ☎ 581 － 0378
4月16日㈰ 矢部耳鼻咽喉科 ☎ 574 － 3535
4月29日㈷ 高橋眼科医院 ☎ 571 － 0318
※変更になる場合があります

●川本保健センターの保健事業　（☎583― 2532）　川本福祉健康課

事業名 実施日時など 対象者など

乳幼児相談 4 月 12 日㈬ 午前 10 時～ 11 時 30 分・
午後 1時～ 4時

身長・体重の測定、子育てや栄養に関する相談
※午後は要電話予約

子育ての広場 4 月 12 日㈬ （受け付け：午前 10 時～午後 4時） 子育て中の保護者とお子さん（未就園児）の
交流の場としてお部屋を開放

成人健康相談 4 月 12 日㈬ 午後１時 30 分～２時 30 分 市内にお住まいのかた

ポリオ投与 4 月 27 日㈭ （受け付け：午後 1時～ 2時）
初回：平成 17 年 6月～ 12 月生まれ
追加：平成 17 年 2月～　5月生まれ

●花園保健センターの保健事業　（☎584― 1123）　花園福祉健康課

事業名 実施日時など 対象者など

乳幼児相談
4 月 10 日㈪ 午前 10 時～ 11 時 30 分・

午後 1時～ 4時
身長・体重の測定、子育てや栄養に関する相談
※午後は要電話予約5 月 8 日㈪

子育ての広場
4 月 10 日㈪

（受け付け：午前 10 時～午後 4時） 子育て中の保護者とお子さん（未就園児）の
交流の場としてお部屋を開放5月 8日㈪

3歳児健康診査 4 月 11 日㈫ （受け付け：午後 1時～ 2時） 花園区域の平成 14 年 10 月生まれ

4か月児健康診査 4 月 25 日㈫ （受け付け：午後 1時～ 2時） 花園区域の平成 17 年 12 月生まれ
川本区域の平成 17 年 11 月・12 月生まれ

ポリオ投与 4 月 26 日㈬ （受け付け：午後 1時～ 2時）
初回：平成 17 年 7月～ 12 月生まれ
追加：平成 17 年 1月～　6月生まれ

BCG接種 5 月 9 日㈫ （受け付け：午後 1時～ 2時） 花園・川本区域の平成 18 年 1月生まれ

老人健康相談
4 月 20 日㈭ 午後 1時 30 分～ 2時 30 分

市内にお住まいの高齢者
■会場は花園荘です

2021

（いずれも川本
区域のかた）

（いずれも花園
区域のかた）

（いずれも深谷
区域のかた）
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ＪＲ高崎線

ＪＲ高崎線

バイパス
バイパス
バイパス岡部駅岡部駅岡部駅
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跡
「
渋
沢
栄
一
生

地
」
に
は
、
明
治
28
年
に
再
建
さ
れ

た
「
中な
か

のん

家ち

」
が
あ
り
ま
す
。
屋
根

に
天
窓
を
持
っ
た
主お
も

屋や

と
土
蔵
か
ら

な
る
屋
敷
は
、
藍
玉
作
り
や
養
蚕
が

盛
ん
だ
っ
た
こ
の
地
の
農
家
の
姿
を

伝
え
ま
す
。
栄
一
翁
が
帰
郷
し
た
と

き
に
滞
在
し
た
部
屋
も
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

徒
歩
５
分
ほ
ど
の
南
に
は
鎮
守

の
諏
訪
神
社
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
社

殿
は
、
大
正
５
年
、
栄
一
翁
が
喜
寿

（
77
歳
）の
年
に
寄
進
し
た
も
の
で
す
。

少
年
の
こ
ろ
は
自
ら
舞
い
、
晩
年
に

は
必
ず
帰
郷
し
て
少
年
役
者
を
ね
ぎ

ら
っ
た
「
血ち
あ
ら
い
じ
ま

洗
島
獅
子
舞
」
ほ
か
の

獅
子
舞（
い
ず
れ
も
市
指
定
文
化
財
）

が
、
10
月
17
日
の
祭
礼
の
日
を
中
心

に
舞
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
尾
お
だ
か
じ
ゅ
ん
ち
ゅ
う

高
惇
忠
生
家
」
は
、
い
と
こ
で

10
歳
年
上
の
惇
忠
に
漢
学
を
習
い
に

通
っ
た
場
所
で
す
。
青
年
期
に
は
、

尊そ
ん
の
う
じ
ょ
う
い

皇
攘
夷
運
動
に
傾
倒
し
た
栄
一
た

ち
が
激
論
を
交
わ
し
た
舞
台
と
な
り

ま
し
た
。

　

現
在
、
渋
沢
栄
一
記
念
館
の
北
側

を
中
心
と
し
た
一
帯
を
青せ
い

淵え
ん

公
園
と

す
る
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
、
栄
一
翁
の
邸
宅
が
あ
っ
た

東
京
・
飛あ
す
か
や
ま

鳥
山
の
よ
う
な
市
民
の
憩

い
の
場
所
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

故
郷
の
ゆ
か
り
の
史
跡
は
ま
だ
あ

る
の
で
す
が
、
こ
れ
ら
か
ら
は
、
実

業
界
で
の
姿
と
は
異
な
っ
た
栄
一
翁

の
横
顔
が
垣
間
見
え
て
き
ま
す
。

　

旧
来
の
価
値
観
に
と
ら
わ
れ
ず
、

優
れ
た
も
の
を
率
直
に
吸
収
す
る
栄

一
翁
の
気
質
が
わ
が
ま
ち
の
風
土
で

育
ま
れ
た
こ
と
は
、
注
目
す
べ
き
こ

と
で
す
。

　

こ
の
地
区
に
は
、
栄
一
翁
と
そ
の

　

深
谷
市
街
か
ら
県
道
伊
勢
崎
深
谷

線
を
北
に
向
か
い
、
小
山
川
に
架
か

る
共
栄
橋
に
差
し
掛
か
る
と
、
北
の

赤
城
山
か
ら
西
の
浅
間
山
そ
し
て
秩

父
の
山
々
が
一
望
で
き
る
雄
大
な
展

望
が
広
が
り
ま
す
。
こ
こ
は
日
本
近

代
経
済
社
会
の
父
と
呼
ば
れ
る
渋し
ぶ

沢さ
わ

栄え
い

一い
ち

翁
の
故
郷
・
八や
つ

基も
と

地
区
の
入
口

で
す
。

　

こ
の
「
八
基
」
の
名
前
は
、
８

つ
の
旧
村
が
合
併
し
て
、
栄
一
翁

が
、
八
州
（
日
本
）
の
基
に
な
る
よ

う
に
、
と
願
い
名
付
け
た
こ
と
は
あ

ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

渋
沢
栄
一
翁
を
育
は
ぐ
く
ん
だ

ふ
る
さ
と
（
八
基
地
区
）

旧渋沢邸「中の家」

尾高惇忠生家
（邸内は公開されていません）

開 園：平成2年
広 さ：約3.5ha
主な施設：変形自転車、パターゴ

ルフ、アスレタワー、
さくら鉄道、バーベ
キューコーナーなど

☎583－ 5611
川本サングリーンパーク

①川本サングリーンパーク

　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
限
定

イ
ベ
ン
ト
開
催

　

わ
ん
ぱ
く
ラ
ン
ド
で
は
、
５
月

５
日
㈷
・
６
日
㈯
・
７
日
㈰
の
３

日
間
に
限
り
、
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
ま
す
。

　

成
功
す
れ
ば
す
て
き
な
プ
レ

ゼ
ン
ト
が
も
ら
え
る
チ
ャ
レ
ン
ジ

ゲ
ー
ム
（
大
人
も
参
加
で
き
ま
す
）

や
特
設
遊
具
（
と
も
に
有
料
）
な

ど
普
段
と
は
違
う
遊
具
が
楽
し
め

ま
す
。

　

ま
た
、
期
間
内
に
お
得
な
回
数

券
（
５
０
０
円
で
５
５
０
円
分
）

を
お
買
い
上
げ
の
か
た
、
各
日
先

着
１
０
０
名
様
に
お
菓
子
の
詰
め

合
わ
せ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
ご
家
族
そ
ろ
っ
て
遊
び

に
来
て
く
だ
さ
い
。

チャレンジゲーム（イメージ）

わ
ん
ぱ
く
ラ
ン
ド
情
報

■
「
渋
沢
栄
一
生
地
」
な
ど
の
所
在
地

深
谷
市
血
洗
島
２
４
７
番
地
１
、

下
手
計
な
ど



■  

発
行
／
深
谷
市
役
所
（
秘
書
室　

埼
玉
県
深
谷
市
仲
町
11
番
１
号　

☎
５
７
１―

１
２
１
１
・
ｆ

５
７
４―

８
５
３
１
）

■  

「
広
報
ふ
か
や
」
は
再
生
紙
・
環
境
に
や
さ
し
い
大
豆
油
イ
ン
ク
を
使
用
し
て
い
ま
す

■  

ｕhttp://www.city.fukaya.saitam
a.jp/　

http://m
obile.city.fukaya.saitam

a.jp/

深谷オープンガーデン・花仲
間W elco m e to  M y  G a rd en

道行
く人の笑

顔を誘うオープンガーデン

私たちの庭を公開します

新深谷市誕生記念
花好きのためのガーデニングの祭典！花仲間大集合！

と き：4月29日・30日
ところ：深谷城址公園ほか

花好きの個人のお庭が見られます！

深谷オープンガーデンフェスタ深谷オープンガーデンフェスタ
年に1回だけの公開です。お見逃しなく！

29日 sat・30日 sun 公開時間：10:00 ～ 16:00

2006 オープンガーデンブック好評販売中！ ¥500

オープンガーデン・各サテライト会場には、花めぐりバスをご利用ください。

ハマハ・アンドレアス先生による
13:00 ～講演会「ヨーロッパの庭園とガーデニングの魅力」
14:00 ～レンガガーデン製作実演

10:30 ～上田奈美先生の「ガーデニングデモンストレーション」
14:00 ～花や植木の「せり市」

お問い合わせ：ガーデンシティふかや推進室
　　　　　　　☎ 048‐551‐5551

29日

30日

花めぐりバス花めぐりバス

と 　 き：① 5月 16日㈫・② 5月 25日㈭午前 9時 30分～ 11時 30分
と こ ろ：深谷コミニュティセンター美術工芸室　定　員：20人
受 講 料：どちらも２，５００円　締め切り：①5月２日㈫・② 5月 11日㈭
申し込み：電話でガーデンシティふかや推進室（☎ 551‐5551）へ

と 　 き：5月 23日㈫　インボイス SEIBUドーム
参 加 費：4,000 円 ( 交通費・入場料・昼食代・保険料込み )
募 集 人 員：100人 ( 応募多数の場合は抽選）
申 し 込 み：電話でガーデンシティふかや推進室（☎ 551‐5551）へ
申し込み期間：4月 10日㈪～ 28日㈮

第8回　国際バラとガーデニングショウ ( 深谷市後援事業）

①コンテナガーデン ②ハンギングバスケット
初夏を彩る花々に囲まれた生活を送ってみませんか？

（コンテナガーデニングマスター）

ｕ www.city.fukaya.saitama.jp/fukayahanaweb/index.htm

初夏を彩るハンギングバスケット
講師：清水　由里子（ハンギングバスケットマスター）

Nami UedaNami Ueda

Andreas HamacherAndreas Hamacher


